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私たちが使った水は、地球の循環を経
てふたたび私たちに戻ってくる─生
活排水をはじめとする汚水を安全でき
れいに処理する取り組みが、JICAの協
力のもと途上国で進められている。

真珠 まりこ（しんじゅ・まりこ）
神戸生まれ。大阪とニューヨークで絵本制作を学ぶ。2004年に講談社より出版され
た絵本『もったいないばあさん』はキャラクターが人気となり、『毎日新聞』『朝日小学
生新聞』「こどもエコくらぶ」ニュースなどで連載されてきた。08年より地球上で起きて
いる問題と私たちとのつながりを伝える「もったいないばあさんのワールドレポート展」
を開催し、全国を巡回。環境省地球生きもの応援団メンバー、UNDB-J生物多様性
リーダーとなる。19年『もったいないばあさんかわをゆく』（講談社）出版。

が
い
て
、
そ
れ
が
、
流
さ
れ
た
ご
み
や
汚
物
が
ど
う
な
る
か
気
に

し
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
…
…
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

　
日
本
で
は
理
科
や
社
会
の
授
業
で
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る

地
域
の
自
然
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
あ
る
。
そ
こ
に
ど
ん
な
生
き

も
の
た
ち
が
棲
ん
で
い
て
、
自
分
た
ち
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か

を
知
る
こ
と
で
、
自
然
に
感
謝
し
た
り
、
環
境
を
守
ろ
う
と
い
う

気
持
ち
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
う
。
周
り
の
自
然
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
、
教
育
は
大
切
な
の
だ
。

　
イ
ン
ド
か
ら
戻
っ
た
私
は
、
日
本
の
川
も
、
上
流
か
ら
下
流
ま

で
歩
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
は
、
川
の
周
り
に
は
人
間

だ
け
で
な
く
、
魚
、
鳥
、
虫
、
木
や
草
や
苔
や
、
と
に
か
く
い
ろ

い
ろ
な
、
膨
大
な
種
類
の
生
き
も
の
た
ち
が
数
限
り
な
く
生
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
、
実
際
に
見
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
、
歩
い
て
自
分
の
目
で
見
て
初
め
て
わ

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
生
き
も
の
た
ち
は
み
な
、
水
が
な
い

と
生
き
て
い
け
な
い
。
み
ん
な
川
の
周
り
で
、
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
、

生
態
系
を
つ
く
っ
て
生
き
て
い
る
の
だ
。

　
川
は
、
地
球
の
大
地
に
血
脈
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
て
、
空
と

海
と
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ス
川
か
ら
始
ま
っ
た
川
の
旅
は
、
水
の
循
環

を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
に
つ
な
が
り
、
私
は
今
そ
れ
を
世
界
中
の

人
た
ち
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
水
の
つ
な
が
り

は
、
命
の
つ
な
が
り
な
の
だ
と
思
う
。

　
3
年
前
の
春
、
私
は
ガ
ン
ジ
ス
川
の
ほ
と
り
の
街
、
バ
ラ
ナ
シ

で
、
イ
ン
ド
の
子
ど
も
た
ち
に
親
し
み
を
持
っ
て
読
ん
で
も
ら
え

る
、「
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
」
シ
リ
ー
ズ
の
新
し
い
本
が
で

き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。
河
岸
を
歩
い
て
見
て
い
る
と
、
ガ
ン

ジ
ス
川
で
沐
浴
を
し
、
捧
げ
物
を
し
て
祈
る
人
々
が
い
た
。
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
の
聖
地
の
バ
ラ
ナ
シ
で
は
毎
夜
お
祈
り
の
儀
式
が
行
わ

れ
、
遠
く
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
。
イ
ン
ド

で
は
、赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
と
、聖
な
る
ガ
ン
ジ
ス
の
水
を
ト
ゥ

ル
シ
ー
の
葉
っ
ぱ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
の
口
に
垂
ら
し
て
祝
福
し
、
亡

く
な
っ
た
後
は
遺
灰
を
ガ
ン
ジ
ス
川
に
流
す
そ
う
だ
。
ガ
ン
ジ
ス

川
は
、〝
マ
ザ
ー
ガ
ン
ガ
ー
〞
と
呼
ば
れ
る
神
様
。
人
々
の
心
の

拠
り
所
で
も
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
人
々
は
こ
こ
で
洗
濯
も
す
る
。

体
も
洗
う
。
ウ
ン
チ
や
お
し
っ
こ
も
流
れ
て
く
る
。
工
場
の
排
水

に
よ
る
汚
染
が
問
題
に
も
な
っ
て
い
た
。
時
に
は
遺
体
が
そ
の
ま

ま
流
れ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
死
ん
だ
牛
も
。
イ
ン
ド
の
人
た
ち

に
と
っ
て
、
ガ
ン
ジ
ス
川
は
神
様
で
あ
り
、
崇
め
る
対
象
で
あ
り
、

同
時
に
洗
濯
も
し
、
ご
み
や
汚
物
が
流
れ
て
く
る
と
こ
ろ
で
も
あ

る
。
い
っ
た
い
な
ぜ
そ
れ
ら
が
同
時
に
起
き
る
の
か
。
神
様
な
の

に
汚
れ
て
い
い
の
?

　
と
、
私
は
混
乱
し
て
い
た
。

　
そ
の
と
き
、
源
流
で
川
の
始
ま
り
の
水
を
汲
ん
で
、
海
に
注
ぐ

川
の
終
わ
り
ま
で
歩
い
て
旅
を
す
る
巡
礼
の
話
を
聞
い
た
。
行
っ

て
み
た
い
!

　
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
イ
ン
ド
の
こ
と
、
ガ

ン
ジ
ス
川
の
こ
と
を
も
っ
と
わ
か
る
の
で
は
な
い
か
。
ガ
ン
ジ
ス

川
を
上
か
ら
下
ま
で
下
る
旅
は
、
そ
う
や
っ
て
始
ま
っ
た
。

　
ガ
ン
ジ
ス
川
の
名
が
始
ま
る
地
点
か
ら
、
海
に
注
ぐ
河
口
の
島

ま
で
、
一
本
の
川
に
沿
っ
て
進
む
旅
。
上
流
で
澄
ん
で
い
た
水
は
、

人
と
家
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
濁
り
、
ご
み
が
増
え
て
い
く
。
下

流
で
は
対
岸
が
見
え
な
い
ほ
ど
の
大
河
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
旅

の
間
に
見
え
て
き
た
の
は
、
マ
ザ
ー
ガ
ン
ガ
ー
は
神
様
だ
か
ら
何

を
流
し
て
も
清
め
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る
人
、
川
の
中
に
ど
ん
な

生
き
も
の
が
い
る
か
知
ら
な
い
し
、
興
味
が
な
い
と
い
う
人
た
ち
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合
理
的
な
計
画
の
も
と
に
各
種
施
策
を

効
果
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
途
上
国
で
は
、
し
尿
を
含
む

生
活
排
水
処
理
や
産
業
排
水
対
策
は
政

策
上
の
優
先
順
位
は
低
く
、
上
水
道
整

備
と
比
べ
る
と
後
回
し
に
な
り
が
ち
だ
。

市
民
も
、
上
水
道
料
金
は
払
う
が
下
水

道
料
金
は
払
い
た
く
な
い
と
い
う
考
え

が
主
流
で
、
腐
敗
槽
（
上
図
参
照
）
汚

泥
の
定
期
的
な
引
き
抜
き
を
怠
り
、
詰

ま
っ
て
か
ら
依
頼
を
行
う
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
汚
泥
収
集
業
者
は
安
定
的
な
汚

泥
処
理
場
不
足
と
、
仮
に
処
理
場
が

あ
っ
て
も
監
視
制
度
が
不
十
分
な
こ
と

か
ら
、
住
民
か
ら
料
金
を
受
け
取
っ
て

も
処
理
場
ま
で
運
搬
せ
ず
に
不
法
投
棄

す
る
と
い
う
事
態
も
起
き
て
い
る
。
生

活
環
境
や
水
質
の
改
善
に
は
、
政
策
決

定
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
市
民
の
意

識
改
革
な
ど
が
必
要
だ
。

　

そ
ん
な
な
か
、
イ
ン
ド
で
は
ナ
レ
ン

公
衆
衛
生
と

水
質
保
全
の
問
題
が

途
上
国
で
同
時
に
発
生

　

1
9
5
0
年
代
、
戦
後
の
復
興
期

を
迎
え
た
日
本
で
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
た
も
の
に
、
都
市
部
に
お
け
る
し

尿
処
理
が
あ
る
。
都
市
部
で
の
人
口
増

加
や
、
海
洋
投
棄
の
縮
小
、
化
学
肥
料

の
普
及
に
よ
る
農
村
部
で
の
し
尿
活
用

量
の
減
少
が
お
も
な
原
因
だ
っ
た
。
発

生
量
と
処
理
量
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

都
市
部
で
は
し
尿
が
溢
れ
る
事
態
と
な

り
、
河
川
、
湖
沼
、
海
域
、
山
谷
な
ど

で
、
し
尿
の
無
秩
序
な
投
棄
が
行
わ
れ

た
。
そ
こ
で
、
国
や
地
方
自
治
体
は
一

貫
し
た
政
策
を
掲
げ
、
し
尿
処
理
施
設

の
整
備
を
進
め
た
。
そ
の
後
、
65
年
以

降
の
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
急
速
な

産
業
と
経
済
の
発
展
に
伴
い
生
活
排
水

や
産
業
排
水
に
よ
る
河
川
や
湖
沼
の
水

質
汚
染
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
70
年

に
公
害
国
会＊

2

が
開
か
れ
、
水
質
汚
染
解

決
の
た
め
に
法
制
度
の
整
備
や
合
併
浄

化
槽＊

3

、
下
水
道
な
ど
の
普
及
に
向
け
て

日
本
は
舵
を
切
っ
た
。
こ
う
し
て
日
本

は
50
年
代
以
降
、「
公
衆
衛
生
の
保
持
・

生
活
環
境
の
改
善
・
水
質
保
全
」
と
い

う
一
連
の
課
題
に
対
し
、「
し
尿
処
理

と
生
活
排
水
処
理
・
産
業
排
水
対
策
」

と
い
う
取
り
組
み
を
段
階
的
に
行
っ
て
き

た
。

 

「
途
上
国
で
は
今
、
こ
れ
ら
の
問
題
が

同
時
に
起
き
て
い
ま
す
」
と
指
摘
す
る

の
は
、
J
I
C
A
国
際
協
力
専
門
員

の
北
川
三
夫
さ
ん
だ
。「
し
尿
処
理
対

策
が
長
く
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
な
か
、

急
速
な
経
済
発
展
に
伴
う
生
活
排
水
や

工
場
排
水
に
よ
る
水
質
汚
染
も
生
じ
て
、

深
刻
な
生
活
環
境
と
水
質
の
悪
化
を
招

い
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

市
民
の
意
識
変
革
と

日
本
の
経
験・技
術
の
活
用

　

国
連
に
は
水
関
連
の
機
関
が
30
ほ
ど

あ
る
。
そ
れ
ら
を
取
り
ま
と
め
て
い
る

国
連
水
関
連
機
関
調
整
委
員
会
（U

N
-

W
ater

）
で
は
、S
D
G
s
の
水
に
関
わ

る
目
標
6
「
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世

界
中
に
」
の
達
成
に
向
け
て
、
世
界
の

国
や
地
域
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
継
続
的

な
観
測
）
を
実
施
し
目
標
6
達
成
の
た

め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
生
活

環
境
と
水
質
の
改
善
を
同
時
に
図
る
に

は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
現
状
分
析

の
結
果
を
ふ
ま
え
て
政
策
を
決
定
し
、

　途上国で用いられることの多い汚水処理施設。セプティ
ックタンクとも呼ばれ、各戸に設置される。水洗トイレからの
汚水を槽内に貯留させて、沈殿分離および嫌気性微生物
による処理を行う。流出水は道路側溝などに排出される。堆
積汚泥は、定期的に引き抜く必要がある。
出典 ： 環境省「日本におけるし尿処理・分散型生活排水処理システム」を
 もとに作成。

ド
ラ
・
モ
デ
ィ
首
相
が
腐
敗
槽
汚
泥
管

理
や
生
活
排
水
の
処
理
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
野
外
排
泄
が
行
わ

れ
て
い
る
地
域
へ
の
ト
イ
レ
の
設
置
。

さ
ら
に
1
日
12
万
ト
ン
の
し
尿
が
排
出

さ
れ
る
都
市
部
で
は
、
そ
の
約
6
割
が

不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
と
報
道
さ
れ
る

な
か
、
行
政
が
主
導
し
て
税
金
（
固
定

資
産
税
）
を
用
い
た
腐
敗
槽
汚
泥
処
理

場
の
設
立
・
管
理
運
営
を
始
め
た
。
汚

泥
収
集
業
者
に
対
し
て
は
、
処
理
場
に

お
い
て
税
金
か
ら
賃
金
を
支
払
う
よ
う

に
転
換
す
る
と
、
不
法
投
棄
は
減
少
し

た
。
水
質
改
善
の
た
め
の
下
水
道
整
備

も
同
時
に
行
っ
て
い
る
。
政
策
、
財
政
、

組
織
、
人
材
、
法
律
面
か
ら
包
括
的
に

取
り
組
む
好
事
例
だ
。

　

生
活
排
水
や
産
業
排
水
の
安
全
な
処

理
・
管
理
は
、
ひ
い
て
は
安
全
な
水
の

供
給
、
生
態
系
の
維
持
、
人
々
の
健
康

リ
ス
ク
の
低
減
に
も
つ
な
が
り
、「
人

間
の
安
全
保
障＊

4

」
上
も
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
日
本
は
地
域
の
特
性
や
適
用

可
能
な
技
術
も
考
慮
し
な
が
ら
、「
法

整
備
や
財
政
制
度
」「
維
持
管
理
体
制

や
人
材
育
成
の
枠
組
み
」
を
段
階
的
に

整
え
生
活
環
境
や
水
質
の
改
善
を
図
っ

て
き
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
は
、
同
様
の

課
題
を
抱
え
る
途
上
国
に
も
有
用
だ
。

途
上
国
の
実
状
に
応
じ
た
汚
水
処
理
法

や
汚
泥
の
再
利
用
、
I
T
技
術
や
省

エ
ネ
設
備
な
ど
を
利
用
し
た
ス
マ
ー
ト

で
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
。
途
上
国
か
ら
日
本
の
技
術
の
活

用
へ
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　2015年9月の国連総会で採択された持続可能
な開発目標（SDGs）には、17の目標があり、各目標
には30年までに達成すべきことが定められている。
　水と衛生に関する目標として、目標6「すべての
人に水と衛生へのアクセスと持続可能な管理を
確保する」があり、健康で文化的な生活を維持す
るには、世界各国が健全な水循環をつくり、維持
することが求められている。JICAはその達成に向
けて、インドネシア（p.08-10）、フィリピン（p.12-15）、カ
ンボジア（p.16-17）をはじめとする途上国に多くの
協力を行っている。

目標 6 安全な水とトイレを世界中に

腐敗槽

流入

点検口

放流または
土壌処理へ流入T字菅 放流T字菅

点検口マンホール

汚水

汚泥

スカム
（汚水の表面に浮く汚泥）

“水”は地球上のすべての命になくてはならないもの。
私たちは水を使うだけでなく、
使った水を安全できれいな状態にして地球に戻す責任がある。
今、途上国では急速に進む都市化や人口増加に対して、
生活排水＊1や産業排水の処理が追いついていないという問題を抱えている。
日本の汚水管理の経験と技術の伝達が期待されている。

特集 水質改善

より安全に、
よりきれいに

文●松井 健太郎

04June 2020

カンボジアのプノンペンには下水処理施設が
存在せず、汚水がそのまま湖に直接流れ込
む。泡立つ湖で子どもは泳ぎ、親たちは魚を獲
る。水質汚濁による健康被害が懸念される。

＊1 生活排水は、し尿（大便や小便）と雑排水（台所・洗濯・風呂排水等）からなり、雑排水の汚濁負荷量はし尿と同程度かそれ以上である。
＊2 1970年11月に開かれた第64回臨時国会。公害対策に向けて多くの政策が定められた。

＊3 初期の浄化槽は、し尿のみを処理する単独浄化槽だったが、し尿と雑排水を処理する合併浄化槽が開発された。
＊4 「人間の安全保障委員会」が作成した最終報告書（2003年）では、「人間の生にとってかけがえのない中枢部分を守り、すべての人の自由と可能性を実現すること」と定義している。



水質改善
より安全に、よりきれいに

特集

出典：世界保健機関（WHO）／
国際連合児童基金（UNICEF）に
よる共同監査プログラム（JMP）
の「Progress on household drinking 
water, sanitation and hygiene
（2000-2017）」をもとに作成。

＊国土交通省（下水道）、農林水産省（農業集落排水施設等）、環境省
（浄化槽等）が所管する汚水処理施設を利用できる人口を、日本の総
人口から見た割合。

汚水対策の現状

汚水処理分野における
おもな協力実施国
（2000～2018年）

安全に管理された衛生施設（トイレ）を利用できる人の割合

　都市部など人口密度の高い地域では、住宅や工場、商業施設の排水を下水管路で収集し、
河川の下流域などで汚水処理する下水道整備も必要とされている。ただし、整備にかかる費用
が大きく、高い技術を求められる。各国の経済発展段階や、国民一人あたりの名目GDP（国内総
生産）に応じて、ピットラトリンや腐敗槽による対応から、腐敗槽等の衛生施設からの定期的な汚
泥引き抜き・処理、下水道事業の開始から処理区域の拡大へと進展していくと考えられる。

　日本は長年、汚水処理に取り組んできたことで
2018年の汚水処理人口普及率＊は91.4%と高
く、100万人以上の都市ではほぼ100%に達し
ている。こうした汚水処理分野の知見を生かして
JICAは途上国に協力を行っている。

中東・欧州

12か国・地域
23案件
エジプト・イラク・

チュニジア・モロッコ・
パレスチナ・イラン・
シリア・レバノン・

サウジアラビア・トルコ・
アルバニア・ウクライナ

東南アジア・
大洋州

10か国
52案件

ベトナム・インドネシア・フィリピン・
ミャンマー・タイ・カンボジア・
ラオス・マレーシア・
パプアニューギニア・

ソロモン

中南米

13か国
43案件

コスタリカ・キューバ・
グアテマラ・ニカラグア・
パナマ・メキシコ・

ドミニカ共和国・ブラジル・
ペルー・エクアドル・

コロンビア・アルゼンチン・
ウルグアイ

南アジア

5か国
44案件
インド

バングラデシュ

スリランカ

パキスタン

モルディブ

東・中央アジア

4か国
25案件
モンゴル

中華人民共和国
キルギス

カザフスタン

アフリカ

3か国
4案件
ケニア

セネガル

モーリシャス

衛生的なトイレのある暮らしを
　し尿処理の対策が遅れている途上国では、安全に管理された衛生施設（トイレ）＊がない環境
で暮らしている人が多く、その数は約42億人といわれている。また、家や近所にトイレがなく、道
ばたや野原で用を足す屋外排泄を余儀なくされている人たちも約6億7,300万人に上る。
＊排泄物が他と接触しないように分けられ、あるいは別の場所に運ばれて安全で衛生的に処理される設備を備えていて、他の世帯と共
有していないこと。

引き続き対策が必要
　SDG6.2（安全に管理された衛生施設）に関しては、全世界で2000年の28%から17年には
45%に向上したものの多くの途上国の達成率は低く、引き続き対策が必要。SDG6.3.1（安全
に処理された汚水の割合）の達成比率はさらに低い状態にある。排泄物が安全に処理されな
ければ細菌やウイルスなどの微生物が増殖し、それが原因で下痢なども発症する（p.23参照）。

おもな汚水対策の方法

2000年

28%
2017年

45%

toilet

下水道
　管路網と下流の下水処理場か
ら構成される。人口が密集する地
域に有用だが、整備に多くの費用
と技術が必要。浄化槽は、各戸に
設置されるところは腐敗槽と同様
であるが、処理方法は腐敗槽とは
異なり下水処理場と同様な好気
性処理を行い、処理効率は高い。

腐敗槽
　腐敗槽は途上国でおもに用い
られている。嫌気性処理で水の浄
化能力は低く、雑排水も処理する
タイプは少ない。

ピットラトリン
　落とし込み式のため込み式トイ
レ。日本ではボットン便所とも呼ば
れ、下水道が整備される以前に用
いられていたもの。日本と異なり、途
上国では地下浸透式となっている
ものもある。

高い

処理
能力

＊対象期間 ： 2010年度以降

多くの自治体が途上国に協力
　途上国における下水道・汚水処理分野の取り組み
では、日本の多くの自治体もJICAと協働している。一
つの自治体が複数の国を対象に取り組んでいる場合
もあり、その事業数は30以上におよぶ。これに加えて
JICAと民間企業が連携する事業も進められている。

新潟県

名古屋市
（愛知県）

広島県

北九州市
（福岡県）

福岡市
（福岡県）

八女市
（福岡県）

水俣市
（熊本県）

島根県

兵庫県.
神戸市
（兵庫県）

大阪市
（大阪府）

京都市
（京都府）

滋賀県

静岡県 甲府市
（山梨県）

横浜市
（神奈川県）

東京都
千葉県

埼玉県

仙台市
（宮城県）

川崎市
（神奈川県）

＊数値は2017年
出典：世界保健機関（WHO）
／ 国 際 連 合 児 童 基 金
（ U N I C E F）による共同
監査プログラム（ J M P）の
「Progress  on  househo ld 
drinking water, sanitation 
and hygiene（2000-2017）」。
GDPは世界銀行の資料をも
とに作成。

＊腐敗槽の設置や下水道接続の数値が高くても、必ずしも適切な汚泥処理や下水処理場での
　汚水処理が行われているとは限らないことに留意する必要がある。

＊日本には腐敗槽は設置さ
れていないが、定期的な汚
泥引き抜きが必要なため、出
典では浄化槽も腐敗槽に含
めていると考えられる。

＊

9%

1%未満

 1,249ドル
ミャンマー

0 100（%）

65%

79%

71%

1%未満

ラオス

 2,423ドル

19%

1%

0 100（%）

57%

カンボジア

 1,385ドル

51%

14%

1%未満
0 100（%）

インドネシア

 3,836ドル

71%

11%

2%
0 100（%）

 1万254ドル
マレーシア

20%

0 100（%）

1%未満

 2,981ドル
フィリピン

75%

4%

0 100（%）

12%

 2,365ドル
ベトナム

0 100（%）

16%

 1,981ドル
インド

33%

28%

11%

0 100（%）

 3万8,331ドル
日本

19%

4%

76%

0 100（%）

 腐敗槽設置率 下水道接続率  ピットラトリン等接続率  国民一人あたりの名目GDP（ドル） 

cou
ntry

partner

川や海を汚さずに生態系を守り、
環境にやさしい世界を目指すためにも、

汚水処理は重要だ。
JICAは多くの途上国で協力を続けている。

数字から見る汚水処理
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左 ： 住宅近くに流れる川にも生活排水が流れ込んでいて、浄化が課題だ。
右 ： 未処理の生活排水が直接流れ込み水面には泡が。

現
地
に
ふ
さ
わ
し
い

下
水
道
整
備
を

　
高
層
ビ
ル
が
建
ち
並
び
、
多
く
の
車

や
バ
イ
ク
、
人
が
行
き
交
う
ジ
ャ
カ
ル

タ
は
東
南
ア
ジ
ア
有
数
の
大
都
市
。
し

か
し
現
在
の
下
水
道
普
及
率
は
、
約
12

パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

「
A
S
E
A
N
諸
国
の
主
要
都
市
で
唯

一
、
本
格
的
な
下
水
道
整
備
が
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。
生
活
排
水
が
そ
の
ま
ま
川

に
流
さ
れ
、
劣
悪
な
水
環
境
が
目
に
つ

き
ま
す
。
井
戸
水
か
ら
大
腸
菌
が
検
出

さ
れ
る
な
ど
、
健
康
へ
の
影
響
も
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
」
と
、
J
I
C
A
東

南
ア
ジ
ア
第
一
課
の
近
藤
崇
さ
ん
は

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
現
状
を
説
明
す
る
。

　
本
格
的
な
下
水
道
の
整
備
に
よ
り
生

活
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、
ジ
ャ
カ
ル

タ
州
政
府
は
J
I
C
A
の
協
力
を
得

て
2
0
1
2
年
に
汚
水
管
理
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、
国
全
体
ま
た
は

特
定
地
域
で
の
総
合
開
発
計
画
や
分
野

別
の
長
期
開
発
計
画
で
、
そ
の
策
定
に

第1処理区の
処理場予定地はここだ！

【 ジャカルタの下水の現状 】

よ
り
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
整
合
性

や
優
先
順
位
が
明
ら
か
に
な
り
、
効
率

的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ジ
ャ

カ
ル
タ
全
域
を
15
の
処
理
区
に
分
け
て

段
階
的
に
整
備
す
る
計
画
で
、
人
口
密

度
が
高
く
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど

の
商
業
施
設
が
多
い
第
1
と
第
6
処
理
区

を
最
初
に
整
備
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
両
処
理
区
で
ど
の
よ
う
な
下
水
道
整

備
を
行
う
の
か
、
J
I
C
A
か
ら
委

託
さ
れ
た
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ

社
な
ど
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
準
備
調

査
を
進
め
た
。「
人
口
密
集
地
で
あ
り

高
度
な
水
処
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

両
処
理
区
と
も
に
用
地
制
約
が
厳
し
い

で
す
。
そ
の
た
め
、
省
ス
ペ
ー
ス
か
つ

効
率
的
な
処
理
が
で
き
る
技
術
を
取
り

入
れ
る
方
針
と
な
り
、
日
本
の
優
れ
た

膜
技
術
（
膜
で
ろ
過
し
汚
染
物
質
を
除

去
す
る
技
術
）
や
研
究
成
果
の
活
用
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
近
藤
さ
ん
。

　
ま
た
、
下
水
管
の
設
置
方
法
に
も
日

本
の
技
術
が
生
か
さ
れ
る
。
ジ
ャ
カ
ル

タ
は
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
に
悩
ま
さ
れ

て
お
り
、
道
路
を
掘
り
返
し
て
下
水
管

を
通
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
地

面
を
掘
削
せ
ず
に
下
水
管
を
通
す
推
進

工
法
が
採
用
さ
れ
た
。
17
年
か
ら

J
I
C
A
専
門
家
と
し
て
同
国
の
公

共
事
業
・
国
民
住
宅
省
に
派
遣
さ
れ
て

い
る
津
森
ジ
ュ
ン
さ
ん
は
、
現
地
の
技

術
者
に
向
け
た
推
進
工
法
の
技
術
セ
ミ

ナ
ー
を
段
階
的
に
実
施
し
、
日
本
の
技

術
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

に
翻
訳
し
て
配
付
し
た
。「
実
際
の
工

事
現
場
を
見
て
も
ら
お
う
と
、
日
本
と

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
も
行

い
ま
し
た
」。

「
み
ん
な
の
下
水
道
」に
し
た
い

　
下
水
処
理
場
や
下
水
管
き
ょ
（
下
水

管
と
マ
ン
ホ
ー
ル
）
網
の
計
画
・
設
計

の
進
行
と
同
時
に
進
め
ら
れ
た
の
が
、

下
水
道
を
整
備
す
る
機
関
の
実
施
体
制

の
強
化
だ
。
事
業
は
、
北
九
州
市
か
ら

派
遣
さ
れ
た
事
業
運
営
の
経
験
が
あ
る

専
門
家
チ
ー
ム
と
日
本
テ
ク
ノ
を
代
表

企
業
と
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
チ
ー
ム

が
協
力
し
て
実
施
。
専
門
家
チ
ー
ム
は

お
も
に
実
際
の
下
水
道
施
設
の
設
計
・

処理場などのインフラ建設事業に、
専門家派遣や、サービス提供の能力向上プロジェクトが包括的に連携している。

連携
個別専門家派遣

「下水管理アドバイザー」
2014年9月～2020年6月

「ジャカルタ特別州下水道整備に係る
計画策定能力向上プロジェクト」

2015年6月～2018年3月

政策立案、
技術的助言

など

下水部局の
能力強化

JICA専門家
津森ジュン（つもり・じゅん）さん

1993年建設省（現・国土交通省）入省。おも
に下水道分野の政策立案や調査研究、技術
規格の国際標準化などに幅広く従事。2010
年から13年には、ベトナムへ下水道分野の初
代JICA個別専門家として派遣される。

下水道整備の関連法令や
技術基準の整備・適用につ
いてアドバイスしました。

2010年7月～2012年6月
ジャカルタ全域を15処理区に分け、第1、第6処理区を優先地区としてJICAが協力。

● 面積：5,874ha　● 2030年予測人口：146万5,000人
● 用地面積：約7.1ha　● 下水処理能力：28万2,000m3/日

第6処理区

● 2019年
  円借款「ジャカルタ下水道整備事業（第6区）（フェーズ1）」調印

● 面積 ： 4,901ha　● 2030年予測人口 ： 123万6,000人
● 用地面積 ： 約3.9ha　● 下水処理能力 ： 24万m3/日

第1処理区

● 2020年
  円借款「ジャカルタ下水道整備事業（第1区）」

「ジャカルタ汚水管理マスタープランの見直しを通じた
汚水管理能力強化向上計画プロジェクト」

【 JICAの包括的な取り組み 】

Republic of Indonesia

インドネシア

　安定した経済成長を続け、巨大な人口
を背景にASEAN地域経済を牽引する国と
して存在感を増している。一方、急速な
経済成長に鉄道や港湾などの経済イン
フラや下水道など社会インフラの整備が
追いついておらず、各国からの支援を必
要としている。

国名  ：インドネシア共和国
通貨 ： ルピア
人口 ：2億6,766万人

（世界銀行、2018年）
公用語 ：インドネシア語

首都：
ジャカルタ

処理場などの
建設

1,000万を超える人口を抱える
インドネシアの首都、ジャカルタ特別州（通称ジャカルタ）。

その経済成長に追いついていなかった
下水道整備が本格的に動き出している。

いよいよ本格的に
スタート!

ジャカルタの街づくりから
取り組む下水道整備事業

水質改善
より安全に、よりきれいに

特集
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研修に参加した
下水道関係者。

ジャカルタは、慢
性的な交通渋滞
で下水管の工事
が難しい。

第1処理区の下水処理場建設予定地を視
察するジャカルタの担当者。

第1処理区の処理水が放流される洪水調整池。



仙台市役所を表敬訪問した研修員。前列左端が星さん。

建
設
を
行
っ
て
い
く
う
え
で
必
要
に
な

る
関
係
機
関
の
役
割
分
担
の
明
確
化
や

市
民
啓
発
活
動
の
支
援
を
担
い
、
ま
た

下
水
道
条
例
案
策
定
に
あ
た
り
技
術
的

助
言
を
行
っ
た
。
並
行
し
て
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
チ
ー
ム
は
現
地
職
員
の
下
水
道

計
画
の
策
定
能
力
を
高
め
る
た
め
の
研

修
や
、
条
例
案
や
計
画
案
の
策
定
を
専

門
家
チ
ー
ム
と
協
力
し
つ
つ
担
当
し
た
。

　
条
例
案
な
ど
の
作
成
に
は
日
本
国
内

と
海
外
で
の
経
験
が
生
き
た
と
日
本
テ

ク
ノ
の
井
上
弥
九
郎
さ
ん
は
言
う
。「
下

水
道
法
・
条
例
案
は
、
現
場
で
ど
う
生

か
さ
れ
る
の
か
を
理
解
し
な
い
と
作
成

で
き
ま
せ
ん
。
日
本
が
高
度
成
長
期
に

行
っ
て
き
た
下
水
道
整
備
や
、
海
外
の

下
水
道
や
環
境
分
野
に
協
力
し
た
経
験

を
参
考
に
伝
え
ま
し
た
」。

　
さ
ら
に
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
下
水
道
事

業
に
関
わ
る
三
つ
の
部
局
（
下
水
道
公

社
、
地
方
開
発
企
画
局
、
水
資
源
局
）

を
対
象
に
、ベ
ト
ナ
ム
や
タ
イ
、マ
レ
ー

シ
ア
な
ど
近
隣
諸
国
や
国
内
の
他
都
市

（
バ
ン
ド
ン
、
バ
リ
、
ス
ラ
カ
ル
タ
）

か
ら
下
水
道
事
例
を
学
ぶ
た
め
の
研
修

や
セ
ミ
ナ
ー
を
く
り
返
し
た
。
2
年
間

で
行
っ
た
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
は
24
回
、

の
べ
7
7
5
人
が
参
加
し
た
。「
多
く

の
若
手
下
水
道
関
係
者
が
、
ジ
ャ
カ
ル

タ
の
現
状
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
、
自
分

た
ち
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
自
覚
し
て
く
れ
ま
し
た
」
と
井
上

さ
ん
は
手
応
え
を
感
じ
た
。
現
在
、
下

水
道
条
例
や
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
下

水
道
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
向
け
た
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。「
水
資
源
局
で

詳
細
計
画
の
策
定
に
携
わ
っ
た
エ
リ
ザ

ベ
ス
・
タ
リ
ガ
ン
さ
ん
と
18
年
に
再
会

し
た
と
き
、『
私
は
下
水
道
条
例
を
作
っ

た
の
で
、Ibu A

ir Lim
bah

（
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
語
で
「
ミ
セ
ス
汚
水
」）
と

呼
ば
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
』
と
誇
ら
し

げ
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
た
ち

が
や
っ
て
き
た
こ
と
が
実
を
結
ん
だ
と

心
か
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
」
と
井

　
自
然
災
害
が
多
い
中
南
米
諸
国
で
下

水
道
事
業
を
担
当
す
る
人
た
ち
を
対
象

に
し
た
研
修
が
、
2
0
1
6
年
か
ら
、

仙
台
市
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
同
地
域
で
は
、
下
水
処
理
シ
ス
テ
ム

は
有
し
て
い
て
も
、
老
朽
化
や
詰
ま
り
、

破
損
、
漏
水
な
ど
不
良
箇
所
を
抱
え
て

い
る
国
が
多
い
。
地
震
な
ど
災
害
で
シ

ス
テ
ム
が
止
ま
れ
ば
経
済
・
社
会
的
影

響
は
甚
大
だ
。「
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
は
日
常
的
な
施
設
の
維
持
管
理
と
的

確
な
状
態
把
握
、
中
・
長
期
的
な
更
新

計
画
の
策
定
と
実
施
が
不
可
欠
で
す
」

と
、
研
修
の
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

た
公
益
社
団
法
人
青
年
海
外
協
力
協
会

J
O
C
A
東
北
代
表
の
星
英
次
さ
ん

は
説
明
す
る
。

　
そ
こ
で
下
水
道
処
理
シ
ス
テ
ム
を
資

産
（
ア
セ
ッ
ト
）
と
と
ら
え
、
管
理
に

必
要
な
基
本
情
報
（
た
と
え
ば
施
設
の

状
態
や
建
設
時
期
、
下
水
管
の
埋
設
場

所
な
ど
）
か
ら
合
理
的
に
シ
ス
テ
ム
を

管
理
す
る
手
法
（
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
）
を
伝
授
す
る
の
が
研
修
の
目
的

だ
。「
下
水
道
シ
ス
テ
ム
の
老
朽
化
対

策
や
、
多
く
の
地
震
や
災
害
の
経
験
を

も
と
に
、
仙
台
市
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

機
能
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
の
リ
ス

ク
管
理
手
法
と
し
て
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
確
立
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

経
験
が
同
様
の
課
題
を
抱
え
る
途
上
国

で
生
か
せ
ま
す
」。

　
研
修
の
期
間
は
約
1
か
月
。
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
を
学
び
な
が

ら
、
下
水
処
理
施
設
の
現
場
を
視
察
。

最
後
に
研
修
成
果
と
し
て
発
表
す
る
自

国
で
の
活
用
計
画
で
は
、
ビ
デ
オ
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
よ
る
リ
ス
ク
評
価
を
取
り

入
れ
た
研
修
員
も
い
れ
ば
、
帰
国
後
に

プ
ラ
ン
を
完
成
さ
せ
て
メ
ー
ル
で
コ
メ

ン
ト
を
求
め
た
研
修
員
も
い
た
と
星
さ

ん
は
ふ
り
返
る
。「
研
修
員
た
ち
が
抱

え
る
下
水
道
分
野
の
課
題
は
多
様
で
す

し
、
す
ぐ
に
解
決
で
き
な
い
こ
と
も
多

い
。
だ
か
ら
こ
そ
途
上
国
の
生
活
を
下

支
え
す
る
下
水
道
施
設
管
理
に
協
力
す

る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
」。

　
こ
の
研
修
は
20
年
度
か
ら
対
象
を
全

世
界
に
広
げ
、
災
害
リ
ス
ク
の
み
な
ら

ず
老
朽
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

応
す
る
こ
と
を
目
指
し
、「
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
活
用
し
た
下
水
道
資

産
の
適
正
管
理
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
下
水
道
事

業
に
携
わ
る
多
く
の
人
た
ち
が
日
本
で

学
ぶ
日
を
待
っ
て
い
る
。

河川管理を行っている
京浜河川事務所（横浜
市）を視察した。

北部水道センターを見学。

【 課題を設定して考える 】

雨水を放流するための鶴巻ポンプ場を訪れ、
下水管の中を見学。 日本の設備は

参考になります

【 先進都市の事例を調査し、学ぶ 】

どうやって
きれいにしているの？

上
さ
ん
は
感
慨
深
く
語
る
。

処
理
場
な
ど
の
本
格
着
工
へ

　
20
年
3
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
と
日

本
政
府
と
の
間
で
第
1
処
理
区
の
下
水
道

整
備
事
業
の
円
借
款
契
約
が
結
ば
れ
た
。

今
後
調
達
手
続
き
を
経
て
、
下
水
処
理
場

な
ど
施
設
の
建
設
が
始
ま
る
。

「
日
本
の
技
術
力
を
生
か
し
、
何
百
キ

ロ
も
の
管
き
ょ
網
を
整
備
し
、
限
ら
れ

た
用
地
で
高
度
な
水
処
理
を
目
指
す
本

事
業
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
い
ま
す
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
側
と
協
力
し
、
ジ
ャ
カ
ル

タ
の
生
活
環
境
改
善
を
目
指
し
ま
す
」

と
J
I
C
A
の
近
藤
さ
ん
は
抱
負
を

語
る
。
津
森
さ
ん
は
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

下
水
道
整
備
に
は
日
本
が
取
り
組
ん
で

き
た
推
進
工
法
が
不
可
欠
。
日
本
企
業

の
技
術
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
に
伝
え
て

い
く
と
と
も
に
、
工
事
が
始
ま
れ
ば
軟

弱
な
地
盤
や
降
雨
時
の
氾
濫
対
策
も
課

題
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
」
と
、
事

業
は
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
あ
る
こ
と

を
示
唆
す
る
。

　
下
水
処
理
施
設
の
完
成
が
ゴ
ー
ル
で

は
な
い

│
と
言
う
の
は
井
上
さ
ん
。

「
建
設
後
、
運
用
・
維
持
・
管
理
が
う

ま
く
い
っ
て
こ
そ
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

人
々
は
下
水
道
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
多
く
の

人
材
が
必
要
で
す
。
下
水
道
計
画
の
策

定
、
処
理
場
や
下
水
管
の
施
工
管
理
、

維
持
管
理
、
財
務
、
住
民
と
の
対
話
な
ど
、

こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
日
本
が
人
材
育
成

に
貢
献
で
き
る
と
思
い
ま
す
」。

先進
的な
下水道施策を実施

宮城県

　仙台市は2014年に全国に先駆けて、構
築物など資産の使用価値を最大限にするた
めの国際規格であるISO55001を取得し、ア
セットマネジメントを確立している。同市の先
駆的な経験は、研修員の学びにつながって
いる。また、東日本大震災で各地から下水道
復興支援を受けた経験から、国内外への技
術協力・支援を推進している。

仙台市

課題別研修
＠ 宮城県仙台市

管理が必要な下水道インフラのある途上国を対象に、
宮城県仙台市建設局の協力を得て研修が行われている。

適切な下水道管理を学ぶ
案件名 課題別研修「災害リスク管理に配慮したアセットマ

ネジメントを活用した下水道資産の適正管理」

水質改善
より安全に、よりきれいに

特集

10June 202011 June 2020

部局を超えて具体的な課題について検討。

水の
専門家集団

日本テクノ
　途上国での水と環境に貢献するコンサ
ルタント企業。ジャカルタの下水道整備事
業には1988年から関わる。「2017年ごろか
ら、インドネシアにおける汚水処理・水環境
管理などの事業の進展が加速しています。

ジャカルタ州政府は日本のODAに加えて、
ジャカルタ独自の予算で他地区でも下水道
を整備する事業を検討しています」（井上さ
ん）。今後ジャカルタで本格的に下水道整
備が進むことが期待される。

日本テクノの調査チーム

他都市の河川浄化施設を視察し参考にした。

他都市での下水道状況を調査。研修でその成果を発表した。



Re
public of the Philippines

フィリピン

　2016年に新政権が発足。ドゥテルテ
大統領は、違法薬物、犯罪、汚職対策、
ミンダナオ和平を重要課題に掲げ、連
邦制導入のための憲法改正を目指す。
近年は、コールセンター事業などのサー
ビス業が成長している。

国名  ：フィリピン共和国
通貨 ： フィリピン・ペソ
人口 ：約1億9,800万人（2015年、

フィリピン国勢調査）
公用語 ：フィリピノ語、英語

首都：
マニラ

横浜市で立ち上げた横浜水ビジネス協議会では、定期的に
市内の会員企業が集まり情報交換などを行っている。

日之出産業が事業
に取り組むカガヤ
ンデオロ市から汚
水処理の関係者
が来日し、横浜市
内の工場排水処
理場を視察した。

横
浜
市
の
経
験
を

メ
ト
ロ
セ
ブ
の
都
市
づ
く
り
に

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
第
二
の
都
市
園
メ
ト
ロ

セ
ブ
は
、
セ
ブ
州
の
州
都
セ
ブ
市
を
含

む
7
市
6
町
か
ら
な
る
都
市
圏
で
、

2
0
1
0
年
時
点
で
約
2
5
5
万
人

が
暮
ら
し
て
い
る
。
経
済
発
展
と
都
市

化
に
伴
っ
て
交
通
渋
滞
や
水
不
足
、
衛

生
環
境
が
悪
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

問
題
を
解
決
し
な
が
ら
包
括
的
に
開
発

を
進
め
よ
う
と
、
11
年
に
は
自
治
体
、

政
府
機
関
、民
間
セ
ク
タ
ー
、
市
民
団
体

な
ど
の
幅
広
い
関
係
者
に
よ
る
「
メ
ト

ロ
セ
ブ
開
発
調
整
委
員
会（
M
C
D
C
B
）」

が
発
足
し
た
。
M
C
D
C
B
は
13
年

に
持
続
可
能
な
都
市
開
発
に
向
け
た

「
メ
ガ
セ
ブ
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
5
0
」
を
、

15
年
に
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
の
総
合

開
発
計
画
「
メ
ガ
セ
ブ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

2
0
5
0
」
を
J
I
C
A
の
協
力
に

よ
っ
て
取
り
ま
と
め
た
（
事
業
委
託
先

代
表
企
業
：
日
建
設
計
総
合
研
究
所
、

ア
ル
メ
ッ
ク
V
P
I
）。

　
そ
の
際
、
神
奈
川
県
横
浜
市
は
、
市

の
職
員
が
現
地
調
査
や
協
議
に
参
加
し

助
言
し
た
り
、
メ
ト
ロ
セ
ブ
関
係
者
の

研
修
を
市
内
で
実
施
し
た
り
す
る
な
ど

の
協
力
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
先
が
け
て

横
浜
市
は
11
年
に
、
自
治
体
と
し
て
は

初
め
て
J
I
C
A
と
連
携
し
て
開
発
途

上
地
域
の
都
市
問
題
の
解
決
な
ど
を
進
め

る
協
定＊

を
結
び
、
翌
12
年
に
は
セ
ブ
市
の

持
続
可
能
な
都
市
開
発
に
向
け
た
技
術
協

力
の
覚
書
を
同
市
と
交
わ
し
て
い
る
。

横浜市国際局国際協力課
中村恭揚（なかむら・やすあき）さん

横浜市が培ってきた技
術を活用したい。民間企
業との連携も重要です。

セブ市の河川には家庭から排出されたゴミや汚泥が流れ、水質汚濁、悪臭発生などの問題を引き起こしている。

事業開始前のセブ市内のラグーン（池）。水質が悪く、透明度も
失われている。

導入した脱水処理機で絞り水だけを流し込むことで、浄化機能が大幅に改善した。

情報交換や
視察の受け入れ

改善前

下水問題を解決できる
環境都市を目指そう！

河川には
ゴミがいっぱい

　
横
浜
市
は
約
10
年
前
か
ら
、
市
内

の
民
間
企
業
と
連
携
し
て
海
外
の
国

や
地
域
に
技
術
提
供
な
ど
を
行
う

「
Y-
P
O
R
T
事
業
」
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
市
と
企
業
が
合
同
で
メ
ト
ロ

セ
ブ
で
の
現
地
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。

特
に
上
下
水
道
分
野
で
は
横
浜
水
ビ
ジ

ネ
ス
協
議
会
を
設
立
し
、
自
治
体
と
企

業
が
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
て
き
た
経
験

や
技
術
を
生
か
す
た
め
、
海
外
都
市
の

課
題
や
解
決
策
に
関
す
る
勉
強
会
な
ど

を
開
催
し
て
い
る
。

　
横
浜
市
も
、
か
つ
て
の
高
度
経
済
成

長
期
に
は
人
口
集
中
に
よ
る
住
環
境
の

急
速
な
悪
化
に
対
応
す
る
た
め
、
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
都
市
整
備
に
力
を
入

れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。「
横
浜
市
で

下
水
道
整
備
に
数
十
年
を
要
し
た
経
験

を
ぜ
ひ
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
活
用
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
、『
メ
ガ
セ
ブ
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
2
0
5
0
』
で
は
長
期
計
画

の
み
な
ら
ず
、
短
・
中
期
計
画
を
定
め

て
段
階
的
に
整
備
で
き
る
よ
う
提
案
し

ま
し
た
」
と
、
横
浜
市
国
際
局
の
中
村

恭
揚
さ
ん
は
説
明
す
る
。

市
と
企
業
の
連
携
で

改
善
案
を
見
つ
け
る

　
メ
ト
ロ
セ
ブ
で
は
下
水
道
（
集
中
型

汚
水
処
理
施
設
）
が
整
備
さ
れ
て
お
ら

ず
、
キ
ッ
チ
ン
や
風
呂
場
な
ど
か
ら
出

る
生
活
排
水
の
ほ
と
ん
ど
は
未
処
理
の

ま
ま
側
溝
や
川
に
流
さ
れ
て
い
る
。
ト

イ
レ
か
ら
の
排
水
は
各
家
庭
に
設
置
さ

れ
た
腐
敗
槽
で
処
理
さ
れ
、
腐
敗
槽
に

横浜市を目指す都市に掲げて「メガセ
ブビジョン2050」が定められた。

都市
整備

で世界に貢献する自治体

　人口約376万人（2020年5月現在）の政
令市。2011年、開発途上地域の都市課題の
解決などで連携を強化するため、JICAと包括的
連携協力を締結。その翌年にはフィリピンのセ
ブ市と持続可能な都市開発に向けた技術協
力の覚書を交わした。同時期に下水道事業に
おいて世界に貢献する方針を定め、市内企業
などと連携した取り組みを通じて、企業の海外
展開を支援することや国際化を担う人材を育
成していくことを目標に掲げている。

横浜市神奈川県

＊包括的連携協定。

改善後

急速な都市化で適切に汚水が処理されないままになっているフィリピン。
横浜市はこれまでの都市整備で培った技術や経験を生かし、
市内企業の技術的な協力を得ながら
フィリピンの汚水処理の改善に取り組んでいる。
文●久保田 真理　

都市整備の経験を
汚水処理に生かす

案件名 セブ市浄化槽汚泥の脱水装置の普及・実証事業
2014年1月〜2016年1月
メトロセブ水道区汚泥管理計画準備調査 
2017年11月〜2019年6月
分散菌処理システムを用いた
汚水処理改善技術導入案件化調査
2017年11月〜2019年1月

自治体と企業がサポート !

水質改善
より安全に、よりきれいに
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堆
積
し
た
汚
泥
は
バ
キ
ュ
ー
ム
ト
ラ
ッ

ク
で
引
き
抜
か
れ
る
が
、
適
切
に
処
分

さ
れ
ず
に
ご
み
処
分
場
な
ど
に
そ
の
ま

ま
投
棄
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
腐
敗
槽

の
汚
泥
が
適
切
な
頻
度
で
抜
か
れ
て
い

な
い
た
め
、
ト
イ
レ
か
ら
の
排
水
の
処

理
が
不
十
分
な
ま
ま
側
溝
に
放
流
さ
れ

た
り
、
汚
泥
が
そ
の
ま
ま
流
出
し
て
悪

臭
や
虫
を
発
生
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、

衛
生
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
。

　
横
浜
水
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
の
会
員
企

業
で
あ
る
ア
ム
コ
ン
は
横
浜
市
と
と
も

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
行
っ
た
調
査
な
ど
を

通
じ
て
、
適
切
な
頻
度
で
家
庭
か
ら
汚

泥
が
引
き
抜
か
れ
る
た
め
に
も
、
ま
ず

は
家
庭
の
汚
泥
を
適
切
に
処
理
す
る
施

設
が
必
要
だ
と
強
く
感
じ
た
。
そ
こ
で
、

14
年
か
ら
J
I
C
A
の
支
援
に
よ
り

「
セ
ブ
市
浄
化
槽
汚
泥
の
脱
水
装
置
の

普
及
・
実
証
事
業
」
と
し
て
汚
泥
脱
水

機
を
導
入
し
た
処
理
施
設
の
建
設
と
試

験
運
転
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
や
運
転
指
導
に
よ
る
管
理
体
制

の
強
化
に
も
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、

家
庭
か
ら
回
収
し
た
汚
泥
を
脱
水
し
て

固
形
分
と
絞
り
水
に
分
離
し
た
こ
と
で
、

絞
り
水
は
ラ
グ
ー
ン＊

1

を
経
て
川
に
放
水

で
き
る
基
準
を
満
た
し
、
固
形
分
に
つ

い
て
も
適
正
に
処
分
で
き
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
の
調
査
を
経
て
20
年
か
ら
は

J
I
C
A
の
協
力
で
「
メ
ト
ロ
セ
ブ

水
道
区
汚
泥
管
理
計
画
」
も
実
施
さ
れ
、

本
格
的
な
汚
泥
処
理
施
設
の
整
備
な
ど

を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
水
・

衛
生
環
境
を
改
善
し
て
い
く
。
汚
水
処

理
に
関
す
る
一
連
の
事
業
に
携
わ
り
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
き
た
横
浜
市
環
境
創

造
局
の
横
内
宣
明
さ
ん
は
、「
セ
ブ
の

方
々
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る

関
心
は
ま
だ
ま
だ
低
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
少
し
ず
つ
で
も
改
善
を
実
感
で
き

る
成
果
を
出
し
、
汚
水
処
理
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を
深
め
る
こ
と
で
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。
メ
ト
ロ
セ
ブ
は
一
歩
ず
つ
理
想
的

な
未
来
に
向
か
っ
て
い
る
。

現
地
の
状
況
に
合
わ
せ
て

汚
水
処
理
シ
ス
テ
ム
を
開
発

　
横
浜
市
は
メ
ト
ロ
セ
ブ
で
の
汚
水
処

理
の
知
見
や
経
験
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
他

の
地
域
で
も
生
か
せ
る
よ
う
、
市
内
企

業
と
積
極
的
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
き

た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
横
浜
水
ビ

ジ
ネ
ス
協
議
会
の
会
員
企
業
で
あ
る
日

之
出
産
業
は
、
カ
ガ
ヤ
ン
デ
オ
ロ
市
で

「
分
散
菌
処
理
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
汚

水
処
理
改
善
技
術
導
入
案
件
化
調
査
」

左 ： これまで汚泥は未処理の
まま廃棄物処分場などに捨て
られていたが、処理施設に運
び込まれるようになった。
右 ： 各家庭に設置される腐敗
槽から汚泥を定期的に引き抜
く必要がある。

新しい汚水処理システムを導入する予定のカ
ガヤンデオロ市の公設市場。

新しい処理システムを設置す
る場所について市場関係者
らと検討を重ねた。

＊1 絞り水に含まれる有機成分を微生物の作用により分解するための池。
＊2 汚水処理の方法には大きく分けて集中型、分散型の二つがある。集中型は、下水管で集めた排水
を下水処理場で処理する方法。分散型は各家庭に浄化槽や腐敗槽を設置して排水を戸別に処理す
る方法。なお、分散型では各家庭の処理設備から発生する汚泥を集めて処理する施設も必要になる。

調査を行ったホテルの横を流れる川。透明度も低い。

ホテル内の汚水処理システム。既存のシ
ステムでは、排水の新基準を満たすのが
困難な状況にあった。

既存の汚水処理装置に日之出産業の
処理システムを連結することで、水質を
改善することができた。

日之出産業
藤田 香（ふじた・かおり）さん

美しいイメージからかけ離
れた川があるのが現状で
す。セブの方々の関心を
高めていきたい。

汚泥を日本の技術で処理し
基準内の水質に！

汚水処理システムの
設置場所を検討中！

システムの構造を
調査中

定期的な汚泥の
引き抜きが重要！

どうやったら
基準内になるか
考えよう

に
J
I
C
A
の
支
援
で
携
わ
っ
た
。

　
同
市
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
第
6
位
の
人

口
規
模
の
都
市
で
あ
り
、
民
間
の
食
品

工
場
、
ホ
テ
ル
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、

集
中
型
、
分
散
型
い
ず
れ
の
汚
水
処
理

施
設＊

2

も
普
及
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
住
民

た
ち
は
水
質
汚
染
や
悪
臭
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
は
16
年
に
公
共
水
域

の
汚
染
問
題
に
取
り
組
み
始
め
た
フ
ィ

リ
ピ
ン
政
府
が
厳
格
な
新
排
水
規
制
を

導
入
し
た
こ
と
か
ら
、
各
商
業
施
設
で

は
適
切
な
排
水
処
理
を
行
う
必
要
に
迫

ら
れ
た
。
そ
こ
で
日
之
出
産
業
は
自
社

技
術
が
活
用
で
き
る
と
考
え
、
同
市
内

の
ホ
テ
ル
で
、
微
細
な
気
泡
を
発
生
さ

せ
る
装
置
と
微
生
物
を
利
用
し
て
汚
れ

の
原
因
物
質
で
あ
る
有
機
分
を
分
解
す

る
処
理
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
確
か
め

る
調
査
に
取
り
組
ん
だ
。「
汚
泥
の
発

生
が
少
な
い
こ
の
シ
ス
テ
ム
な
ら
、
汚

泥
処
理
施
設
が
不
足
す
る
地
域
へ
の
負

担
を
増
や
さ
ず
に
、
排
水
の
水
質
を
改

善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
同
社
の

藤
田
香
さ
ん
は
説
明
す
る
。

　
建
物
が
密
集
す
る
地
域
で
は
場
所
の

確
保
が
で
き
ず
、
厳
し
く
な
っ
た
水
質

基
準
に
合
わ
せ
て
新
た
な
設
備
を
導
入

す
る
の
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
。
し
か

し
同
社
は
既
存
の
シ
ス
テ
ム
の
改
修
や

処
理
方
法
の
変
更
に
よ
り
処
理
性
能
を

向
上
さ
せ
る
な
ど
、
施
設
に
応
じ
た
柔

軟
な
対
応
が
可
能
と
い
う
。「
ホ
テ
ル

で
の
試
験
で
は
処
理
設
備
の
構
造
を
な

横浜市環境創造局
下水道事業マネジメント課
横内宣明

（よこうち・のりあき）さん

限りある水資源を守るに
は、汚水処理も重要。
現地の大学とも組んで
現地に適した日本の技
術を広げていきたい。

高効率で省エネ型の
汚泥脱水機

微生物と特殊装置を用いた
汚水処理システム

セブ市内の各家庭から集められた汚泥を脱水
処理する試験。固形物と絞り水に分離して、効
率的に汚泥を処理できることが確認された。

ホテルの従業員を交
え、汚水処理に関す
る話し合いを行う。

か
な
か
把
握
で
き
ず
、
有
効
な
対
策
の

提
案
ま
で
試
行
錯
誤
を
く
り
返
し
ま
し

た
。
最
終
的
に
は
構
造
で
は
な
く
、
取

り
付
け
方
を
変
え
る
と
い
う
発
想
の
転

換
に
よ
っ
て
水
質
を
改
善
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
藤
田
さ
ん
。
こ
の
方

法
で
は
汚
泥
の
回
収
回
数
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
う
え
に
設
備
の
維
持
管
理

も
容
易
と
な
り
、
費
用
を
低
く
抑
え
ら

れ
る
利
点
も
あ
る
と
い
う
。

　
日
之
出
産
業
は
現
地
企
業
か
ら
の
相

談
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を
通
じ
て
、

「
費
用
が
見
合
え
ば
導
入
し
た
い
」
と

の
声
を
聞
き
、
調
査
終
了
後
に
低
価
格

の
処
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
手
が
け
た
。

「
高
性
能
な
設
備
も
導
入
さ
れ
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
の
で
、
現
地
の
水
質
基

準
を
満
た
す
性
能
に
調
整
し
た
り
、
価

格
を
抑
え
る
た
め
に
設
備
の
素
材
や
製

造
方
法
を
見
直
し
た
り
し
ま
し
た
。
小

さ
い
企
業
だ
か
ら
こ
そ
の
ス
ピ
ー
ド
で

意
思
疎
通
も
円
滑
に
い
き
、
1
年
か
か

ら
ず
に
開
発
で
き
ま
し
た
」
と
、
藤
田

さ
ん
は
同
社
の
挑
戦
を
語
る
。
次
は
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
普
及
さ
せ
る
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
、
公
設
市
場
な
ど

の
汚
水
処
理
改
善
に
携
わ
る
予
定
だ
。

「
水
・
衛
生
環
境
を
変
え
る
に
は
施
設

を
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
維
持
管
理

す
る
技
術
者
の
育
成
も
必
要
で
す
。
体

力
を
要
す
る
仕
事
内
容
で
は
な
い
の
で
、

女
性
の
雇
用
を
生
む
た
め
に
も
女
性
技

術
者
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
藤
田
さ
ん
は
、
持
続
可
能
な
環

境
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

脱水後の汚泥。堆肥などに再利用する方法が検討されている。

水質改善
より安全に、よりきれいに
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左 ： カンボジア政府とプノンペン都の担当者に知見を伝え、ともに理解を深めていく。 右 ： 下水処理場の建設予定地。現在、湖には処理されていない排水が流れ込んでいる。

ポイ捨てなどが原因でごみにあふれているプノンペンの水路。

　

北
九
州
市
は
、
内
戦
に
よ
っ
て
国
内

が
疲
弊
し
て
い
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
対
し

て
、
1
9
9
9
年
よ
り
J
I
C
A
と

連
携
し
て
、
長
期
専
門
家
を
派
遣
す
る

な
ど
水
道
事
業
の
分
野
で
協
力
を
実
施

し
て
き
た
。「
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
浄
水
場

の
管
理
や
機
械
ト
ラ
ブ
ル
の
対
処
の
仕

方
な
ど
北
九
州
市
と
同
レ
ベ
ル
の
上
水

技
術
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
地
道
に

活
動
を
続
け
た
結
果
、
北
九
州
市
は
カ

ン
ボ
ジ
ア
政
府
か
ら
水
道
事
業
に
お
け

る
協
力
に
つ
い
て
高
い
評
価
を
受
け
、

2
0
1
6
年
に
は
姉
妹
都
市
に
な
り

ま
し
た
」
と
、
19
年
か
ら
下
水
道
の
専
門

家
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
北
九
州
市
上
下

水
道
局
職
員
の
平
野
哲
さ
ん
は
語
る
。

　

北
九
州
市
が
水
道
事
業
の
協
力
を
始

め
て
か
ら
20
年
以
上
が
過
ぎ
た
い
ま
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
の
状
況
も
変
化
し
て

き
て
い
る
。
と
く
に
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
は
、

目
覚
ま
し
い
経
済
発
展
と
と
も
に
急
激

に
人
口
が
増
加
。
も
と
も
と
下
水
処
理

場
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
汚
水
を
近
く
の

湖
に
流
し
て
自
然
浄
化
の
形
で
処
理
し

て
い
た
が
、
そ
れ
で
は
間
に
合
わ
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
開
発
事
業
に
と
も

な
う
湖
沼
・
湿
地
帯
の
埋
め
立
て
に

よ
っ
て
自
然
浄
化
機
能
が
低
下
し
た
こ

と
も
あ
り
、
湖
や
河
川
の
汚
染
は
進
む

一
方
だ
。
さ
ら
に
雨
季
に
な
る
と
多
発
す

る
メ
コ
ン
川
の
増
水
や
、
集
中
豪
雨
に
よ

る
浸
水
被
害
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
上
水
だ
け
で
な

く
、
生
活
排
水
処
理
や
雨
水
排
水
に
関

わ
る
下
水
道
事
業
へ
の
協
力
の
必
要
性

も
感
じ
た
北
九
州
市
は
、
J
I
C
A

の
委
託
を
受
け
て
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
お
け

る
下
水
道
整
備
基
本
計
画
の
策
定
に
参

画
。
17
年
か
ら
は
J
I
C
A
の
草
の

根
技
術
協
力
を
通
し
、
現
地
の
人
た
ち

に
向
け
て
、
雨
水
を
排
水
す
る
た
め
の

ポ
ン
プ
場
の
維
持
・
管
理
能
力
の
向
上

を
目
指
し
た
指
導
と
、
下
水
道
や
水
環

境
に
関
す
る
市
民
の
啓
発
活
動
や
環
境

教
育
に
取
り
組
ん
だ
。「
プ
ノ
ン
ペ
ン

で
は
、
路
地
だ
け
で
な
く
水
路
に
も
ご

み
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
こ
れ

ま
で
ポ
イ
捨
て
が
当
た
り
前
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
水
環
境
を
改
善
し
て
い
く
に

は
、
ま
ず
住
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
環
境
教
育
を
受
け
た
小
学
生
が

『
環
境
の
こ
と
を
も
っ
と
勉
強
し
た
い
』

と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
く
、

い
ま
で
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
」
と
平

野
さ
ん
は
ふ
り
返
る
。

下
水
道
の
管
理
体
制
を

と
も
に
つ
く
る

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
今
後
下
水
道
事
業
に

力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
を
決
め
て
お
り
、

J
I
C
A
の
協
力
を
得
な
が
ら
プ
ノ

ン
ペ
ン
で
初
と
な
る
下
水
処
理
場
も
整

備
し
て
い
く
予
定
だ
。
だ
が
、
下
水
処

理
場
が
で
き
て
も
そ
こ
を
管
理
す
る
体

制
と
人
員
が
整
っ
て
い
な
け
れ
ば
意
味

が
な
い
。
重
要
な
の
は
で
き
た
施
設
を

現
地
の
人
た
ち
が
適
切
に
維
持
・
管
理

し
て
い
く
こ
と
だ
。

　
そ
こ
で
北
九
州
市
は
現
在
、
J
I
C
A

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
専
門
家
を
派
遣
し

下
水
道
の
管
理
に
関
す
る
制
度
の
構
築

支
援
や
、
下
水
処
理
場
の
建
設
運
用
に

必
要
な
技
術
協
力
も
行
っ
て
い
る
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
政
府
と
プ
ノ
ン
ペ
ン
都
の
両

方
が
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
運
営

と
維
持
・
管
理
の
組
織
体
制
の
構
築
だ

け
で
な
く
、
法
律
や
条
例
の
整
備
と

い
っ
た
部
分
に
も
関
わ
っ
て
い
く
。「
下

水
道
に
関
す
る
国
の
法
律
や
プ
ノ
ン
ペ

ン
の
条
例
の
整
備
を
含
め
て
、
国
と
地

方
自
治
体
の
役
割
分
担
を
し
っ
か
り
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
下
水
処
理

場
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
運
営
資
金

と
し
て
、
下
水
道
の
料
金
を
徴
収
す
る

仕
組
み
も
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」
と
、
平
野
さ
ん
は
多
岐
に
わ
た
る

活
動
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
こ
う
し
た

枠
組
み
を
決
め
る
た
め
に
平
野
さ
ん
は

2
週
間
に
1
度
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
と

プ
ノ
ン
ペ
ン
都
の
担
当
者
た
ち
と
会
議

を
行
い
話
し
合
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

北
九
州
市
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
紡
い
で

き
た
絆
は
さ
ら
に
進
化
し
な
が
ら
続
い

て
い
く
。

Kingdom of Cambodia

カンボジア

　1970年代に大きな内戦を経験した
が、そこから経済は大きく発展し、2011
年以降は7%の経済成長を続けている。
一方で、都市化や人口増加による新た
な問題も表面化してきている。　

国名  ：カンボジア王国
通貨 ： リエル
人口 ：1,630万人

（2018年、IMF推定値）
公用語 ：カンボジア語

首都：
プノンペン

北九州市職員
平野 哲（ひらの・さとし）さん

2019年からカンボジアに
下水道事業の専門家とし
て関わっています。活動を
行うには、まず現地の人た
ちの意識を変えていくこと
が大切です。

ごみで
水面が見えない！

下水処理施設
建設予定地

浄水場

環境について
知ることから
始めよう

未来のために
話し合おう

市民啓発の一環として、ポンプ場の仕組
みなどを紹介する場を小学校でもうけた。

きれいな水が
飲めるように
なりました

プノンペンにある浄水場。北九州市
は維持・管理面で技術協力を行った。

「
プノ
ンペ

ンの
奇跡」を生んだ自治

体

　北九州市は上下水道事業の技術と経験を生かして、さまざまな国
で技術協力を行っている。カンボジア・プノンペンへの支援は1999
年から始まり、1993年と2006年での比較では水道普及率を25%か
ら90%に引き上げ、給水時間を10時間から24時間可能にし、無収
水量率＊を72%から8%までに引き下げた。この成果は「プノンペンの
奇跡」と呼ばれ世界を驚かせた。
＊水道管からの漏水と盗水で料金が徴収できなかった水量の割合。

北九州市

福岡県
20年以上前から、カンボジアで
上水道事業の支援を行ってきた北九州市とJICA。
実績と信頼による確かな協力関係がいま、下水道の分野へと広がっている。

上水から下水へと
広がる協力の形
案件名 プノンペン都下水・排水施設管理能力向上プロジェクト　

2017年2月〜2020年1月
プノンペン都庁及び公共事業・運輸省下水管理能力強化プロジェクト
2019月4月〜2023年4月
プノンペン下水道整備計画
2019年〜

相互に深まる信頼とともに

水質改善
より安全に、よりきれいに
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上 ： 同社は現地法人を設立。今後はバリ島内のホテルや病
院、学校などを対象にした事業を展開していく予定だ。
下 ： バリ島にあるリゾートホテルの浄化槽でメンテナンス作業。

上 ： バリ島の川には十分に浄化されていない排水も流れ込み、異臭が漂う“ドブ”化しているところもある。
下2点 ： 浄化槽の実態調査。ホテルのほか、家庭排水が集まる地域の排水状況を調べた。

か
つ
て
は
日
本
も

通
っ
て
き
た
道

「
神
々
の
島
」
と
も
称
さ
れ
、
美
し
い

海
、
世
界
遺
産
の
寺
院
や
自
然
な
ど
が

あ
り
、
世
界
中
か
ら
観
光
客
が
集
ま
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
。
た
だ
、
こ

こ
で
も
生
活
排
水
や
産
業
排
水
に
よ
る

水
環
境
の
悪
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
バ
リ
島
観
光
の
中
心
地
で
も
あ
る
バ

リ
州
デ
ン
パ
サ
ー
ル
市
の
場
合
、
下
水

道
普
及
率
は
約
14
パ
ー
セ
ン
ト
。
下
水

道
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
、

川
な
ど
公
共
水
域
に
汚
水
を
流
す
前
に

ま
ず
浄
化
槽
で
浄
化
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
浄
化
槽
の
機
能

を
十
分
に
生
か
す
た
め
に
は
維
持
管
理
、

つ
ま
り
〝
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
〞
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
で
汚
水
を

き
れ
い
に
す
る
。
つ
ま
り
、
微
生
物
が

適
切
に
汚
水
分
解
で
き
る
よ
う
な
状
態

を
つ
ね
に
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
定

期
的
な
検
査
や
管
理
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
の
は
、
日

本
で
は
国
家
資
格
で
あ
る
浄
化
槽
管
理

士
だ
。
だ
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
そ

の
資
格
制
度
が
な
い
。

 

「
バ
リ
州
で
も
浄
化
槽
は
各
所
で
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
四
つ
星
や
五

つ
星
ク
ラ
ス
の
高
級
ホ
テ
ル
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
客
室
や
館

内
の
設
備
管
理
を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ

が
兼
務
し
て
い
て
、
専
門
的
な
知
識
は

持
っ
て
な
い
の
が
実
情
で
し
た
」

　
そ
う
話
す
の
は
、
ア
ー
ス
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
社
長
の
栗
原
和
実
さ
ん
だ
。
山

口
県
宇
部
市
に
本
社
が
あ
る
同
社
は
浄

化
槽
維
持
管
理
な
ど
を
業
務
と
し
、

2
0
1
6
年
度
に
J
I
C
A
の
「
中

小
企
業
・
S
D
G
s
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

事
業
」
の
案
件
化
調
査
に
採
択
さ
れ
、

日
本
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
を
現
地
の

実
情
に
適
応
さ
せ
る
「
水
環
境
改
善
の

た
め
の
事
業
構
築
」
を
目
指
し
た
。

 

「
ま
ず
現
地
の
バ
ド
ゥ
ン
県
環
境
局
の

担
当
者
に
『
環
境
面
で
困
っ
て
い
る
こ

と
を
教
え
て
ほ
し
い
』
と
伝
え
る
と
、

町
な
か
に
あ
る
川
に
案
内
さ
れ
、『
こ

の
臭
い
で
、
住
民
や
観
光
客
か
ら
苦
情

が
出
る
の
で
す
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

近
く
の
ホ
テ
ル
か
ら
排
水
が
流
れ
込
み
、

異
臭
が
漂
っ
て
い
る
の
で
す
。
た
だ
、

そ
の
よ
う
な
光
景
は
30
〜
40
年
前
の
日

本
に
も
あ
り
ま
し
た
。
排
水
に
残
っ
た

有
機
物
が
腐
り
、
い
わ
ゆ
る
〝
ド
ブ
〞

に
な
り
ま
す
。
当
時
は
日
本
人
も
ド
ブ

さ
ら
い
を
し
て
い
ま
し
た
」

　
か
つ
て
は
日
本
も
通
っ
て
き
た
道
。

「
こ
れ
な
ら
自
分
た
ち
の
技
術
を
生
か

し
、
環
境
改
善
の
た
め
の
事
業
化
も
で

き
る
と
感
じ
ま
し
た
」
と
栗
原
さ
ん
。

　
日
本
で
は
下
水
道
普
及
率
が
上
が
り
、

浄
化
槽
が
残
る
地
域
で
は
人
口
減
少
が

進
む
。「
知
識
と
経
験
を
持
っ
た
浄
化
槽

管
理
士
も
日
本
で
は
仕
事
の
場
が
減
っ

て
い
ま
す
が
、
下
水
道
普
及
が
ま
だ
進

ん
で
い
な
い
ア
ジ
ア
の
国
で
は
、
そ
の

知
識
を
伝
え
る
役
目
を
果
た
せ
ま
す
」。

現
地
の
事
情
に
合
わ
せ
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
開
発

　
J
I
C
A
の
調
査
を
経
て
同
社
は

19
年
9
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
投
資
調
整

庁
か
ら
現
地
法
人
設
立
の
許
可
を
得
た
。

　
現
在
は
現
地
で
社
員
二
人
を
雇
用
し
、

本
格
的
な
業
務
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て

準
備
中
だ
。

　
ま
た
そ
れ
に
合
わ
せ
、
二
つ
の
挑
戦

も
続
け
て
い
る
。
一
つ
は
バ
ド
ゥ
ン
県

観
光
局
、
地
元
の
ウ
ダ
ヤ
ナ
大
学
、
そ

し
て
山
口
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
汚
水

処
理
技
術
向
上
を
目
指
し
た
教
育
と
人

材
育
成
事
業
だ
。
こ
れ
ま
で
に
複
数
回
、

Republic of Indonesia

インドネシア

　バリ島全域を含むバリ州はインドネシ
アの観光産業の中心で、同国の経済
発展に寄与する。美しい海岸などが観光
資源だが、近年は処理が不十分な排水
による水環境悪化が問題になっている。

国名  ：インドネシア共和国
通貨 ： ルピア
人口 ：2億6,766万人

（世界銀行、2018年）
公用語 ：インドネシア語

首都：
ジャカルタ

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
開
催
し
て
き
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
浄
化
槽
の
状
態
を
遠

隔
地
か
ら
監
視
で
き
る
「
I
o
T
セ

ン
サ
ー
」
の
開
発
だ
。「
I
o
T
」
と
は
、

「Internet of T
hings

」
の
頭
文
字
を

と
っ
た
も
の
。
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
も

の
に
セ
ン
サ
ー
と
通
信
機
能
を
搭
載
し
、

連
係
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
。
山
口

県
の
支
援
を
受
け
、
県
内
の
電
子
機
器

製
造
企
業
と
の
連
携
で
、
安
価
に
設
置

で
き
る
機
器
を
開
発
す
る
。
そ
の
パ
ソ

コ
ン
管
理
は
日
本
語
に
加
え
、
英
語
や

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
な
ど
で
も
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
く
。

　
I
o
T
セ
ン
サ
ー
開
発
の
背
景
に
は

現
地
の
交
通
事
情
が
あ
る
。「
渋
滞
が
ひ

ど
く
、
浄
化
槽
の
保
守
点
検
へ
も
1
日

で
1
軒
し
か
行
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
効
率
が
悪
い
。

セ
ン
サ
ー
が
あ
れ
ば
、
必
要
な
と
き
に

だ
け
現
地
に
出
向
け
ば
よ
い
の
で
す
」。

　
人
が
汚
し
た
水
を
人
の
責
任
と
し
て

き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
、
生
命
力
豊
か

な
川
や
海
が
保
た
れ
る
。
そ
れ
が
雲
に

な
り
雨
と
な
っ
て
、
ま
た
人
に
戻
っ
て

く
る
。
そ
の
要
に
あ
る
の
が
浄
化
槽
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。
栗
原
さ
ん
は
「
汚
水

処
理
は
人
の
目
に
は
触
れ
に
く
く
、
後

回
し
に
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
人
が
健
康

的
な
生
活
を
送
る
う
え
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
す
。
浄
化
槽
が
持
つ
能

力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
こ
と
で
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
で

す
」
と
、
事
業
の
本
格
化
に
向
け
た
意

欲
を
語
っ
た
。

循環
型社会をつくる

アースクリエイティブ
　アースクリエイティブは1957年に創業。山口県宇
部市全域の水質保全に関わる浄化槽維持管理などを
行ってきた。海外への事業展開は、今回のインドネシ
ア・バリ島での取り組みが初めて。「何度もバリ島へ行
き、現地社員も雇用して関係ができ、世界はつながって
いると実感するようになりました。循環型社会をつくって
いくため、これからも自分ができることを続けていきます」。

アースクリエイティブ
代表取締役社長
栗原和実（くりはら・かずみ）さん

上 ： バドゥン県環境局やウダヤナ大学、山口大学
と開催した「排水セミナー」の様子。
下 ： ホテルなどでメンテナンスを担当するスタッフ、
行政職員らを対象にしたセミナーで。

センサーも導入して
きれいを加速させます

もっときれいに
できるかも ！

バリで現地法人を設立！

文●小西威史

下水道がないところでも、浄化槽があれば汚水をきれいにして自然に戻せる。
欠かせないのは、“メンテナンス”。

浄化槽の能力を生かすための取り組みがバリ島で始まっている。

浄化槽を生かす要は
〝メンテナンス〞

案件名 バリ州における浄化槽の包括的な維持管理体制の
構築による水環境改善案件化調査　
2017年6月〜2018年2月

ここからが本番

水質改善
より安全に、よりきれいに
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左 ： 事業終了後は、ケニアのカロベイエイ難民居住地などでも普及活動を行った。
右 ： 覚書を交わした際の様子。JICA理事長・北岡伸一（左）と、LIXILグループ代表 
執行役社長 兼 CEOの瀬戸欣哉さん。

　
ケ
ニ
ア
で
は
人
口
の
約
半
数
近
く
の

人
が
、
い
ま
だ
に
劣
悪
な
環
境
で
排
泄

を
行
っ
て
い
る
。
ナ
イ
ロ
ビ
な
ど
都
市

部
の
水
洗
ト
イ
レ
の
普
及
率
は
約
50

パ
ー
セ
ン
ト
だ
が
、
都
市
か
ら
外
れ
た

地
域
や
農
村
部
で
は
穴
が
あ
る
だ
け
の

伝
統
的
な
汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
の
使
用

や
、
屋
外
で
排
泄
す
る
人
も
多
い
。
こ

う
し
た
排
泄
環
境
は
地
下
水
の
汚
染
や

衛
生
環
境
の
悪
化
に
つ
な
が
る
懸
念
が

あ
る
。
利
用
可
能
な
水
源
が
少
な
く
水

道
の
設
備
が
整
っ
て
い
な
い
ケ
ニ
ア
で

は
、
水
は
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
水
資

源
の
保
全
も
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
J
I
C
A
は
日
本
の
水
回
り

と
住
宅
建
材
メ
ー
カ
ー
の
L
I
X
I
L

と
連
携
し
て
、
新
た
な
ト
イ
レ
シ
ス
テ

ム
の
普
及
に
関
す
る
実
証
実
験
事
業
を

行
っ
た
。
事
業
の
確
立
を
目
指
す
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
L
I
X
I
L

が
開
発
し
た
二
つ
の
ト
イ
レ
シ
ス
テ
ム

を
用
い
て
別
々
に
行
わ
れ
た
。
一
つ
目

は
2
0
1
4
年
に
始
め
た
事
業
で
、

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ト
イ
レ
シ
ス

テ
ム
」
と
い
う
従
来
型
の
ト
イ
レ
に
比

べ
て
洗
浄
水
量
が
6
分
の
1
程
度
で
す

む
ト
イ
レ
シ
ス
テ
ム
が
使
用
さ
れ
た
。

15
年
に
始
め
た
二
つ
目
の
事
業
で
は

「
グ
リ
ー
ン
ト
イ
レ
シ
ス
テ
ム
」
と
い

う
水
を
流
す
代
わ
り
に
お
が
く
ず
を
使

い
、
排
泄
物
を
発
酵
さ
せ
て
肥
料
に
で

き
る
循
環
型
無
水
ト
イ
レ
シ
ス
テ
ム
が

用
い
ら
れ
た
。
実
証
実
験
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
設
置
方
法
や
使
い
方
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
ケ
ニ
ア
都
市

部
の
ス
ラ
ム
と
都
市
周
辺
部
の
町
を
中
心

に
実
施
。
現
地
の
声
を
集
め
、
そ
の
土
地

や
環
境
に
合
う
シ
ス
テ
ム
を
探
っ
た
。

　
事
業
終
了
後
も
L
I
X
I
L
は
ア
フ

リ
カ
で
の
ト
イ
レ
普
及
事
業
を
進
め
、

19
年
10
月
に
J
I
C
A
と
の
業
務
連

携
・
協
力
に
関
す
る
覚
書
を
交
わ
し

た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
C
O
V
I
D-  

19
）
の
甚
大
な
被
害
に

よ
り
、
各
国
で
S
D
G
s
の
ゴ
ー
ル

6『
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に
』

に
関
す
る
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
両
者
の
強
み
を
生
か
し
な
が

ら
S
D
G
s
の
達
成
に
向
け
て
現
地

調
査
や
需
要
の
創
出
を
加
速
さ
せ
て
い

き
ま
す
」
と
L
I
X
I
L
の
坂
田
優
さ

ん
は
今
後
の
展
望
を
語
っ
た
。

Republic of Kenya

ケニア
国名  ：ケニア共和国

首都：
ナイロビ

LIXIL SATO事業部 Head of Market Expansion
坂田 優（さかた・すぐる）さん

このトイレのすごい
ところを教えます！

ケニアの孤児院に新設されたト
イレの使い方や機能を紹介す
るLIXILのプロジェクトメンバー。

トイ
レ普
及事業の先駆者LIXIL

 「パートナーシップを通じて、2025年までに1億人の人々の衛生環境を改
善し、生活の質向上につなげる」という目標を設定している。また途上国で
のトイレの普及に向けてJICAとも事業を展開。これまでに同社が開発した
簡易式トイレシステム「SATO」は世界38か国以上に約380万台を出荷し、
1,860万人の衛生環境を改善している。

SATOとは？ 　同社が開発した簡易式トイレシステム。設置が簡
単で少量の水で洗浄可能であり、排泄物を流すと開
いて動力を使わずに閉まる弁が、病原菌を媒介する
虫や悪臭を低減する仕組みになっている。シンプル
な構造で安価。現地で購入できる。

これからも私たちは世界の衛生課題の
解決へ向けて活動していきます。

左 ： 下水管の損傷により、水が溢れ出しているクアラルンプールの道路。
右 ： 損傷の原因の一つは木の根の侵入。写真は下水管の中に入り込んだ
木の根の様子。

下水道維持管理ロ
ボットの先端にカッ
ター刃を取り付け、管
内の異物除去や補
修時にも活用できる。

＊JICA「マレーシア国 大都市圏上下水道PPP事業 準備調査（PPPインフラ事業）報告書」、2012年6月。

Malaysia

マレーシア
国名  ：マレーシア

首都：
クアラルンプール

2019年7月に行った施工の実演の様
子。参加者からは「現場で使用してみ
たい」など好意的なコメントが寄せら
れ、現地の新聞でも取り上げられた。

下水管内の異物や木の根を除去できる
「スーパーミニモグプラス」。約25㎏と軽
量で操作も簡単。機能をシンプルに設計
して、価格を低く抑えた。

　
日
本
は
1
9
7
0
年
代
か
ら
マ

レ
ー
シ
ア
の
下
水
道
に
関
す
る
協
力
を

し
て
き
た
。
そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、
現

在
で
は
国
民
の
約
7
割＊

が
下
水
道
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
い
ま

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
て

敷
設
さ
れ
た
下
水
管
が
、
経
年
劣
化
や

腐
食
、
異
物
の
詰
ま
り
な
ど
に
よ
っ
て

傷
ん
で
き
て
い
る
こ
と
だ
。

　
傷
ん
だ
下
水
管
を
交
換
す
る
作
業
は

生
活
へ
の
影
響
や
自
治
体
の
負
担
が
大

き
い
。
大
事
な
の
は
、
損
傷
が
小
さ
な

う
ち
に
異
物
を
取
り
除
い
た
り
亀
裂
を

補
修
し
た
り
し
て
延
命
を
図
る
、
予
防

保
全
だ
。
し
か
し
現
地
で
は
、
予
算
や

ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
な
ど
か
ら
対
策
が
十

分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
。

　
そ
こ
で
活
躍
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の

が
、
人
が
入
れ
な
い
狭
い
空
間
で
も
異

物
の
除
去
等
が
で
き
る
下
水
道
維
持
管

理
ロ
ボ
ッ
ト
だ
。
こ
う
し
た
機
器
を
扱

う
北ほ

く
り
ょ
う菱

は
J
I
C
A
と
連
携
し
て
19

年
に
現
地
調
査
を
開
始
。
自
社
製
品
が

現
場
の
需
要
に
応
え
る
か
ど
う
か
の
確

認
や
、
販
路
の
開
拓
な
ど
を
行
っ
た
。

現
場
が
寄
せ
る
熱
い
期
待

　
代
表
取
締
役
の
谷
口
直
樹
さ
ん
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
事
業
を
展
開
す
る
こ
と

の
意
義
を
次
の
よ
う
に
話
す
。「
ロ
ボ
ッ

ト
の
普
及
は
、
技
術
の
効
率
的
な
活
用

に
よ
り
下
水
処
理
能
力
の
向
上
を
目
指

す
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
の
方
針
と
合
致

地方
から世界を目指す
北菱

　1950年創業。石川県を拠点に建機部
品・航空エンジン部品の加工製造、下水
道維持管理ロボットの開発・製造販売な
どの事業を行っている。外国人材の受け
入れなどSDGsにも積極的に取り組んでお
り、現在20名ほどの実習生が難度の高
い溶接などの技術を学んでいる。

し
ま
す
。
弊
社
は
も
と
も
と
日
本
国
内

向
け
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
て
き
ま
し

た
が
、
パ
ワ
ー
と
扱
い
や
す
さ
の
両
立
、

堅
牢
性
、
低
価
格
に
こ
だ
わ
っ
て
開
発

し
た
結
果
、
途
上
国
の
需
要
に
も
応
え

る
も
の
に
な
り
ま
し
た
」。
現
地
の
販

売
代
理
店
や
下
水
道
維
持
管
理
の
施
工

業
者
に
向
け
た
実
演
会
で
は
、
性
能
の

高
さ
に
驚
き
の
声
が
上
が
り
そ
の
場
で

見
積
も
り
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
確
か

な
手
応
え
を
感
じ
た
と
い
う
。

　
現
在
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
保
守
サ
ー
ビ

ス
や
周
辺
国
へ
の
展
開
も
見
込
ん
で
現

地
の
販
売
業
者
と
の
協
力
態
勢
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
将
来
的

に
は
現
地
拠
点
の
設
立
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
と
い
う
。「
下
水
道
の
維
持
管

理
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
だ
け
で
な
く
日
本

も
直
面
し
て
い
る
世
界
的
な
課
題
で
す
。

弊
社
が
30
年
以
上
に
わ
た
っ
て
培
っ
て

き
た
技
術
は
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
世

界
の
持
続
可
能
な
下
水
道
事
業
の
実
現

に
も
広
く
貢
献
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま

す
」
と
、
谷
口
さ
ん
は
力
強
く
語
っ
た
。

北菱 代表取締役
谷口直樹（たにぐち・なおき）さん（中央）
 「スーパーミニモグプラス」は2019年度グッド
デザイン賞やエコデザイン賞の大賞を受賞。
これからの社会が維持管理ロボットに求める、
さまざまな要件を満たした点が評価された。

“モノ作り”の力でインフラ
課題に挑みます！ 

ケニアでは劣悪な排泄環境が人々の生活に大きく影響している。
この問題の解決に向けてJICAはLIXILと連携し、
その土地や環境に適したトイレの普及・衛生向上に関する実証実験を行ってきた。

トイレ環境の改善が
人 の々暮らしを救う

案件名 非都市部における水資源保全と衛生環境改善のための
循環型無水トイレシステム普及促進事業
2014年4月～2016年4月
都市部における水資源確保と水環境改善のための
超節水型トイレシステム普及促進事業
2015年11月～2017年5月

新たな技術が貢献

下水管の損傷が社会問題になっているマレーシア。
原因は維持管理が十分に行われていないことにある。
「維持管理をより低コストで、簡単に」━日本発の維持管理ロボットは、
マレーシア下水道事業の救世主を目指す。

ロボットが変える
下水管の維持管理

案件名 下水道維持管理ロボットによる下水道管路の維持管理案件化調査
2019年2月～2020年1月

日本の技術力に高まる期待

水質改善
より安全に、よりきれいに

特集

20June 202021 June 2020



力強化による安全な水とトイレなどの
衛生施設へのアクセス改善に加え、保
健分野でも多くの協力を通じて、疾患
の減少に貢献してきた。では疾患には
どんなものがあり、どのような協力を
実施してきたのだろうか。
　たとえばインドでは、乳幼児死亡率
が非常に高い。主要な死亡原因には、
不衛生な環境や安全ではない水が媒介
する細菌や寄生虫、ウイルスによる急
性下痢症疾患が含まれている。JICA
は、同国で下痢症疾患対応の中枢的役
割を担う国立コレラ腸管感染症研究所
（NICED）に対し、同疾患の対策技術
の強化や同技術の普及を目標に技術協
力を続けてきた。
　また、熱帯や亜熱帯地方を中心に広
く分布する人獣共通感染症であるレプ
トスピラ感染症は、淡水や湿った土壌
中に生息する菌が原因だ。人間が感染
すると黄疸（肝障害）、腎不全、肺出血、

汚れた水や不衛生な環境は、
コレラや赤痢といった感染
症の原因となる。

　かつて戦後の日本も同様の課題を抱
えていたが、その後の経済成長に伴い
上下水道の普及が進み、水による疾患
も減少した。しかし、たとえば世界で
は今なお約 42 億人が、排泄時に適切
に管理された衛生施設（トイレ）を使
用できない。その中には、道ばたや草
むらなど屋外で用を足すしかない人々
もいる。石けんや水が備わった基本的
な手洗い設備が自宅にない環境で暮ら
している人も 30 億人。さらに約 22 億
人が安全に管理された飲み水を利用で
きず、このうち 1 億 4,400 万人は、湖
や河川、用水路などの未処理の地表水
を飲み水にしている。その結果、多く
の人が水によって引き起こされる疾患
に悩まされている。
　そんななか JICAは、施設整備や能

世界の人々の、
飲み水へのアクセス状況 
（2017年時点）1

 安全に管理された水を利用できる
 基本的な飲み水＊1を利用できる
 限定的な飲み水＊2を利用している
 改善されていない水源を利用している
 地表水（池や川の水）を利用している

71%
19%

3%

6%

53億人
14億人

2億600万人

4億3,500万人2% 1億4,400万人

出典：世界保健機関（WHO）の「Water, sanitation, hygiene and health」をもとに作成。

1・2 出典：世界保健機関（WHO）／国際連合児童基金（UNICEF）
による共同監査プログラム（JMP）の「Progress on household 
drinking water, sanitation and hygiene（2000-2017）」をもとに作成。

＊1 配管給水、深井戸、保護された浅井戸・湧水、
雨水などの改善された水源で、待ち時間を含め
往復30分未満の水くみにより得られる水。
＊2 改善された水源であるが、待ち時間を含め
往復30分以上の水くみにより得られる飲み水。

● 小数点以下
　四捨五入

世界の人々の、自宅における
手洗い設備へのアクセス状況（2017年時点）2

 基本的な手洗い設備
（正しい手洗いに必要な水と石けんが整った手洗い設備）

 限定的な手洗い設備
（正しい手洗いに必要な水または石けんがない手洗い設備）

 手洗い設備はない
（手洗いのための設備がまったくない）60%

34億人

22%

18%
16億人

14億人

約83万人が水衛生に関連する下痢によって死亡（2016年）3

80%

● ロタウイルス
乳幼児の重症急性胃腸炎の主要な原
因病原体。この感染症による死亡の
80%以上は途上国で起こっている＊3。
＊3 NIID 国立感染症研究所「ロタウイルス感染性胃腸
炎とは」（2013年5月）

● 大腸菌
日本でも食中毒の多くが大腸
菌によって引き起こされてい
る。多くの場合、水を介しての
感染と考えられている。

column
動物にも致死的な病態や流産、死産を
引き起こし、日本でも沖縄県などで感
染が確認されている。治療には高度な
専門技術が必要で、さらには症状が他
の感染症とよく似ているため臨床現場
での診断も難しい。この感染症の流行
国の一つであるフィリピンにおいては、
JICAの協力のもと、日本とフィリピ
ンの共同研究が行われ、診断法の開発、
ワクチンの開発、予防啓発活動などが
展開された。
　上下水道やし尿処理施設などの整備
による水質の改善とあわせて、疾患そ
のものへの対策を進めることで、人々
の命と生活を守る

│

これは戦後の日
本も歩んできた道だ。複雑で因果関係
が入り組んだ現実の社会においては、
ひとつの方法だけではなく包括的な取
り組みを行うことが有効だ。今後も
JICAの総合力を最大限に活用した協
力の展開が期待されている。

ホーチミン市の、推
進工法を取り入れ
た下水管新設工
事の現場。

推進工法の技術を持つ日本企業、ヤスダエンジニアリン
グのベトナム人スタッフ。同社では現地への技術移転に
力を入れており、ホーチミン市の現場では最大で80名ほど
のベトナム人スタッフが働き、推進工法の技術を習得した。

策アドバイザーを務める JICA専門家
の茨木誠さん。さらに、都市化が進ん
でいるベトナムでは、広範囲に道路を
掘り返して経済活動を止めることへの
壁もやはり高いのだという。
　そこで注目されているのが、起点と
終点だけに縦穴を開けて地下に管を通
していく推進工法という日本の技術だ。
2013 年からベトナム国内での技術基
準を整備するための協力がスタートし、
ホーチミン市とハノイ市ではすでに同
工法による工事が始まっている。新設
ではなく古い下水管の修繕には、内側
に新しく樹脂を入れて管を通す更生工
法がある。こちらは、今年 2月に締結
された「ホーチミン市非開削下水道管
路更生計画」を対象とした無償資金協
力事業によって、今後導入されていく
予定だ。

ベ
トナムには多くの水路や湖
がある。そしてそれらに流
入するのは、大部分が未処

理のままの汚水だ。都市部における汚
水処理の割合は全国で 13パーセント
にとどまり、約 9割の家屋に水洗トイ
レの排水を処理する腐敗槽（セプ
ティックタンク）

＊
が設置されているも

のの、定期的なメンテナンスが行われ
ておらず、適切に機能していないとい
われている。「かつての日本では下水
道の整備は水洗トイレの普及とセット
で進んでおり、国民の意識も高いもの
でした。一方ベトナムでは、すでにト
イレは水洗化されているため、下水道
整備の重要性について国民の理解を得
て政策の優先順位を上げていくことが、
より難しいという事情があります」と
話すのは、ベトナム建設省で下水道政

「下水道は総合力が試される分野です。
法制度を整えて予算を確保する国、管
理やマネジメントの主体となる地方公
共団体、そして設計や施工を行う企業
の 3 者が一体となっています。国同士
だけでなくさまざまなレベルの協力メ
ニューがあり、政策から事業化までを
一貫してカバーできるのが JICAの強
み。今後は、よりシステム全体を支え
るようなきめ細かいサポートが期待さ
れています」と茨木さん。日本ではさ
らに、汚水処理の過程で発生するバイ
オマスを活用して肥料やエネルギーに
する試みが行われている。「経済的な
メリットが提示できれば、ベトナムで
も下水道整備について国民の理解がさ
らに得やすくなるかもしれません。ゆ
くゆくはその段階を視野に入れた支援
を目指したいですね」。

現地の
"推進工法マスター"、

増えてます！

2か所に穴を開けるだけ！

JICA専門家
ベトナム建設省 下水道政策アドバイザー
茨木 誠（いばらき・まこと）さん

column

＊ p.05欄外参照。

水質改善
より安全に、よりきれいに

特集

衛生環境の改善と
安全な水が疾患を防ぐ

今も多くの国や地域で、水に由来する疾患に悩まされ、命を失う人がいる。
適切な衛生環境と安全な水が確保できればそのような疾患も減少するが、
そのためには予算や労力、そして人々の意識改善が必要で、時間がかかる。

JICAは水の改善に取り組みつつ、並行して、
水によって引き起こされる疾患に関する協力にも取り組んでいる。

ベトナムに浸透する
日本の下水道技術

特集で取り上げた他の途上国と同様、
ベトナムでも都市化とともに下水道整備に課題を抱えている。

同国の現状と課題、そしてそれに沿う形で続けられてきた日本の協力とは。

So
ci

alist Republic of Viet Nam

首都：
ハノイ

ベトナム
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エチオピア

首都 ： 
アディスアベバ

を
し
て
就
職
し
ま
し
た
が
、
ア
フ
リ
カ

で
活
動
し
た
い
と
い
う
思
い
が
消
え
ず

勤
め
て
い
た
会
社
を
退
職
。
ア
フ
リ
カ

で
自
分
の
経
験
を
生
か
せ
そ
う
な
募
集

に
応
募
し
、
派
遣
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
配
属
先
や
村
の

人
々
と
と
も
に
、
J
I
C
A
の
技
術

協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
普
及
し

た
ロ
ー
プ
ポ
ン
プ
の
利
用
状
況
調
査
や

保
守
管
理
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
の
衛
生
問
題
の
改
善

を
目
的
と
し
た
手
洗
い
指
導
に
も
取
り

組
み
ま
し
た
。
ロ
ー
プ
ポ
ン
プ
と
は

ロ
ー
プ
で
作
ら
れ
た
簡
易
ポ
ン
プ
の
こ

と
で
、
ハ
ン
ド
ル
を
回
す
だ
け
で
簡
単

に
水
を
く
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

村
の
家
庭
に
あ
る
浅
井
戸
に
設
置
す
る

も
の
な
の
で
す
が
、
私
は
お
も
に
設
置

さ
れ
た
村
に
赴
い
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と

普
及
状
況
の
調
査
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
手
洗
い
指
導
は
、
幼
稚
園
や
小
学
校

の
現
場
で
活
動
す
る
隊
員
た
ち
と
一
緒

に
行
い
ま
し
た
。
手
洗
い
の
方
法
だ
け

で
な
く
、
な
ぜ
そ
れ
が
必
要
な
の
か
を

伝
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
紙
芝
居
、

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
、
手
洗
い
ソ
ン
グ
を
用
い

て
楽
し
く
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
な
か
で
も
手
洗
い
ソ
ン
グ
は
、
音

楽
の
先
生
を
目
指
す
現
地
の
方
に
作
曲

を
依
頼
し
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
ダ
ン
ス
も

加
え
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
な
じ
み

や
す
く
、
歌
い
な
が
ら
自
然
に
正
し
い

手
洗
い
方
法
が
身
に
つ
く
と
、
と
て
も

好
評
で
し
た
。

　
私
が
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
に
興

味
を
持
っ
た
の
は
、
高
校
生
の
と
き
。

通
学
路
の
途
中
に
貼
っ
て
あ
っ
た

J
I
C
A
海
外
協
力
隊
の
ポ
ス
タ
ー

を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
ポ
ス

タ
ー
に
写
っ
た
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
の

き
ら
き
ら
し
た
目
を
見
て
「
な
ぜ
ア
フ

リ
カ
は
貧
し
く
て
大
変
な
環
境
の
は
ず

な
の
に
、
子
ど
も
た
ち
の
目
は
こ
ん
な

に
輝
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
思
っ
た

の
で
す
。そ
の
後
、大
学
生
と
な
り
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
何
度
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

今回は高校生の頃からの思いが
エチオピアでの活動につながった
隊員を紹介します。

JICA海外協力隊
がゆく Vol.  19

佐賀千紘
さが・ちひろ　31歳
出身地：兵庫県　職種：コミュニティ開発
任期：2017年10月～2019年10月

エチオピアin

ロープポンプを設置している村の住民にヒアリングを実施。

現地の参加者とともに手洗いソングを歌う佐賀さん（右の帽子の人物）。

幼稚園での指導の様子。シールを使ったゲームで手のどこに雑
菌がいるかを伝えた。

ばい菌は、
どこにいるかな？

楽しく覚えられる
手洗いソングを
作りました♪

みんなで

歌いましょう！

イラスト⃝さかがわ成美

　憧れのアフリカに行くことが決まったばかりの頃は、メディアで見たカ
ラフルな洋服やお尻を振るダンスといったアフリカ文化に触れることを
楽しみにしていました。しかし、いざエチオピアに行ってみると想像とは
違っていたのです。カラフルな服ではなく真っ白な伝統衣装、お尻では
なく肩を揺らすダンス │

すべてにおいて独自性がありました。エチオ
ピアは、サハラ砂漠より南にある地域の中で唯一植民地化されたこと
がなく、独自の文化が色濃く残る国なのです。
　なかでも「コーヒーセレモニー」は特徴的です。エチオピアは“コー
ヒー発祥の地”ともいわれ、エチオピアコーヒーは世界的にも有名です。
もちろん国民にとってもコーヒーは生活の一部。アフリカの他国でも生
産していますが、それはほぼ輸出用です。この国では生産量の半分が
国内で消費されるというから驚きです。
　コーヒーセレモニーは日本でいう茶道のようなもの。客人をもてなす
ときの伝統的習慣で、淹れ方に独特のルールがあります。なんと、まず
は焙煎していない生のコーヒー豆を水で洗うのです。そのあと、きれい
になったコーヒー豆を火で煎ってから粉状にし、コーヒーを淹れます。生
の豆を使うこと、コーヒーは3杯淹れることが作法であるコーヒーセレモ
ニーは2～3時間かかるのが当たり前。時間をかけてゆっくりと、コー
ヒーのおいしさと客人との会話を楽しむのです。また客人をもてなすとき
だけではなく、食事の後に行うこともあります。
　エチオピアでは、「ブンナベット（コーヒー屋）」がいたるところにあり
ます。私の同僚は毎朝出勤するとすぐに「コーヒー屋に行くぞ！」と誘っ
てくれて、店に着くと必ず何人ものほかの同僚に会いました。飲み方も
多種多様です。おちょこのような小さいカップを使い、ブラックか砂糖を
入れるのが定番ですが、田舎に行くと塩を入れて飲む人たちも。香り
高いエチオピアコーヒーにほんのひとつまみ塩を加えると、香りが引き
立ってよりおいしくなるのだそうです。日本では当たり前の食文化も、
実は世界では多様だということを実感した経験でした。
 （佐賀千紘）

+one information

コーヒーとともにある
人々の暮らし

　
幼
稚
園
や
小
学
校
だ
け
で
な
く
、
孤

児
院
や
難
民
キ
ャ
ン
プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
で
手
洗
い
の
大
切
さ
を
伝
え
続

け
た
結
果
、
町
を
歩
い
て
い
る
と
子
ど

も
た
ち
か
ら
「
手
洗
い
し
て
る
よ
」
と

声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
。
現
地
の
お

母
さ
ん
た
ち
か
ら
、
子
ど
も
が
お
な
か

を
こ
わ
す
こ
と
が
減
っ
た
と
い
う
話
を

聞
け
た
こ
と
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
隊
員
の
活
動
を
終
え
た
現
在
、
私
は

途
上
国
の
人
た
ち
が
来
日
し
て
日
本
の

知
見
を
学
ぶ
研
修
に
関
わ
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
エ
チ
オ
ピ
ア
で
の
経
験
を

生
か
し
て
、
彼
ら
に
寄
り
添
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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深
め
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。『
い
の
ち

の
持
ち
物
け
ん
さ
』
や
『
あ
る
も
の
な

い
も
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
を
通
し
て
、

難
民
の
人
々
に
共
感
を
持
て
る
よ
う
な

授
業
に
し
て
い
ま
す
」。

学
び
の
た
め
の
二
つ
の
教
材

 

「
い
の
ち
の
持
ち
物
け
ん
さ
」
は
、

S
O
A
R
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
松
下
真

央
さ
ん
が
考
案
し
た
体
験
学
習
の
教
材

だ
。
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
「
代

わ
り
の
な
い
も
の
」「
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
」「
ど
ち
ら
で
も
な
い
も
の
」

の
三
つ
に
分
け
て
書
き
出
し
、
そ
れ
が

な
く
な
っ
た
ら
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る

か
を
考
え
る
。「
自
分
が
幸
運
に
も
持

ち
え
て
い
る
も
の
を
書
き
出
し
て
、〝
自

分
〞
と
は
何
者
な
の
か
を
〝
見
え
る
化
〞

し
ま
す
。
疑
似
体
験
を
行
う
こ
と
で
難

民
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
と
と
も
に
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
も

ら
い
ま
す
」
と
天
沼
さ
ん
。

 

「
あ
る
も
の
な
い
も
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
は
よ
り
や
さ
し
く
、
小
学
校
高
学

年
か
ら
で
も
取
り
組
め
る
教
材
だ
。
難

民
の
人
々
の
現
状
を
撮
影
し
た
写
真
を

見
せ
て
、「
難
民
に
な
い
も
の
」「
難
民

に
あ
っ
て
私
た
ち
に
は
な
い
も
の
」「
両

方
に
あ
る
も
の
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
出
張
授
業
の
経
験
か
ら
「
最

初
は
『
難
民
に
な
い
も
の
』
に
目
が
い

き
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
『
生
き

る
力
が
も
の
す
ご
い
』『
不
自
由
な
環
境

で
も
学
ん
で
い
る
』『
家
族
で
助
け
合
っ
て

日
本
で
の

難
民
理
解
を
深
め
る

　

難
民
と
は
、
紛
争
や
迫
害
に
よ
っ
て

故
郷
を
追
わ
れ
、
国
境
を
越
え
て
逃
れ

た
人
々
の
こ
と
。
1
9
5
0
年
に
設
立

さ
れ
た
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

（
U
N
H
C
R
）
は
、
国
連
の
難
民
支

援
機
関
と
し
て
数
々
の
人
道
援
助
活
動

を
行
っ
て
き
た
。
今
、
難
民
・
国
内
避

難
民
な
ど
を
含
め
約
7
4
8
0
万
人

（
2
0
1
8
年
末
時
点
）
が
支
援
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
公
式
支
援
窓
口
で
あ
る
国
連

U
N
H
C
R
協
会
は
、
募
金
活
動
や
広

報
を
通
し
て
U
N
H
C
R
の
活
動
を
支

援
し
て
い
る
。「
難
民
の
状
況
を
知
り
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
一

歩
踏
み
出
し
て
も
ら
う
た
め
に
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
同
協

会
の
天
沼
耕
平
さ
ん
は
語
る
。

　

出
張
授
業
は
、
そ
ん
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
つ
だ
。学
生
団
体
の
S
O
A
R（
ソ

ア
：Students' O

rganization 

A
ssem

bled for R
efugees

）
と
連

携
し
て
学
校
に
講
師
を
派
遣
し
、
難
民

を
取
り
巻
く
問
題
や
国
際
協
力
な
ど
を

テ
ー
マ
に
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
小
中

高
校
の
総
合
的
な
学
習
や
文
化
祭
で
の

発
表
の
事
前
学
習
、
大
学
の
授
業
な
ど

へ
の
派
遣
が
多
い
。
天
沼
さ
ん
は
出
張

授
業
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
目
的
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
身
近
に

感
じ
ら
れ
な
い
難
民
問
題
へ
の
理
解
を

国連UNHCR協会の取り組み
国際理解教育のテーマの一つ、難民。

学校の授業などを通して理解を深めることができるように、
国連UNHCR協会では教材を開発し、活用方法を広めている。

世界につながる教室⑩

国連UNHCR協会
天沼耕平（あまぬま・こうへい）さん

今回紹介した教材のほ
かにも、学習で活用でき
る資料や教材を用意し
ています。
ぜひご活用ください！

東京で行われた教員向けセミナー。

写真●国連UNHCR協会

参加者に進め方を説明する。 授業を通し、難民について学ぶ生徒たち。
出た意見をホワイト
ボードにまとめる。

出張授業で難
民の写真を見
せる天沼さん。

〝自分ごと"として難民を考える

い
る
』
な
ど
、『
難
民
に
あ
る
も
の
』
を
見

つ
け
出
す
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と
、
天
沼

さ
ん
は
授
業
の
様
子
を
教
え
て
く
れ
た
。

　

最
終
的
な
目
標
は
「
難
民
問
題
に
対

し
て
自
分
た
ち
に
な
に
が
で
き
る
か
」

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
多

く
の
授
業
で
、
児
童
や
生
徒
、
学
生
た

　国連UNHCR協会の天沼さんと小学校教員の一杉大介
さんが共同で作成。小学生でもとらえやすいように難民の
写真を見ながら彼らと自分たちの現状を比較し、学びを深
めていくもの。現場の教員にも取り組みやすい内容だ。

国連UNHCR協会作成！
難民を知るための二つの教材

　2013年に行われた「大学生×難民支援～学生アイディアコ
ンペ～」（国連UNHCR協会、学生団体SOAR主催）で最優秀
アイデア賞を受賞した教材。難民の人たちの心の痛みに寄り
添い、「自分にできることはなにか」を考えるきっかけとする。

詳しくは、国連UNHCR協会
ウェブサイト内の

「難民についての授業の広場」を
ご覧ください

学生団体SOAR
2016年度共同代表
松下真央（まつした・まお）さん
　難民問題を通じて、同じ地球上で起きている
出来事の理不尽さを感じました。日本にいる私
たちが“自分”という存在を見つめ直すことで、で
きることを考えるきっかけになればと思って考え
たのが「いのちの持ち物けんさ」です。 

作成した大学生

ち
の
意
識
が
変
わ
る
様
子
を
見
て
き
た
。

「
ポ
イ
ン
ト
は
、
い
か
に
自
分
の
こ
と
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
自
分

も
難
民
と
同
じ
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

│
そ
う
感
じ

る
こ
と
で
意
識
は
変
わ
り
ま
す
」。

教
員
向
け
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

国
連
U
N
H
C
R
協
会
で
は
、
こ
れ

ら
の
教
材
を
学
校
で
活
用
で
き
る
よ
う
、

教
員
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
も
行
っ
て
い

る
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
教
員
だ
け
で
な
く

大
学
生
、
一
般
企
業
の
C
S
R
（
企
業

の
社
会
的
責
任
）
担
当
者
や
N
G
O
の

ス
タ
ッ
フ
、
さ
ら
に
最
近
で
は
「
関
心
が

あ
る
の
で
」
と
い
う
中
学
生
や
高
校
生
も

参
加
し
て
い
る
。「
セ
ミ
ナ
ー
で
は
参
加

者
同
士
で
教
材
に
取
り
組
み
、
授
業
の
流

れ
や
コ
ツ
な
ど
を
つ
か
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

多
業
種
の
方
々
が
集
ま
り
、
セ
ミ
ナ
ー
後

に
交
流
が
続
く
場
合
も
あ
り
ま
す
」
と
天

沼
さ
ん
。
参
加
し
た
教
員
の
多
く
が
、
セ

ミ
ナ
ー
で
の
体
験
を
も
と
に
工
夫
を
凝

ら
し
た
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

6
月
20
日
は
「
世
界
難
民
の
日
」。
世

界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威

を
振
る
っ
て
い
る
今
、
難
民
が
必
要
と

す
る
支
援
も
増
え
て
い
る
は
ず
だ
。「
世

界
に
目
を
向
け
て
考
え
ら
れ
る
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
た
め
に
も
、
多
く
の
学

校
で
難
民
に
つ
い
て
考
え
る
授
業
を

行
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
当
協
会

の
教
材
や
出
張
授
業
を
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

いのちの持ち物けんさあるものないものワークショップ

1  自分が誰であるかを見える化
　自分がどんな人間なのかを理解するために、
今持っているものや自分を証明するものを書き出
し、3色に分類する。

2  喪失の疑似体験
 　1で挙げたもののうち「いのち」以外を順番に
すべて失ったら（＝難民の人たちと近い状態）、
と想像する。

3  自分への気づき
　今の自分をふり返って、かけがえのないものを
失った難民の人たちのためにできることを考える。

今の私と同じような状況
の人たちが、ある日突然
難民になってしまうことも
あると学んだ。� （高校生）

違った視点で自分を見つ
めなおすことができた。
� （中学生）

1  写真を通して現状を比較
　難民の状況を撮った4枚の写真を示し、「ないもの
はなに？」と問いかける。物だけでなく、人権や自由、
家族などを奪われ、難民になっていることに気づく。

2  別の写真で「ある」ものを探す
　1とは違う4枚の写真を示し、「難民にあって、自分
たちにないもの」を考える。表情や洋服、その場の状
況などから写真の中の人物が持っているものを探す。
そして、感情や生活など自分たちと難民との共通部分
を見つける。

3  私たちにできることを考える
　最後に、今の私たちにできること、これからの私たち
にできること、日本社会にできることをグループで話し
合い、発表する。

自分にもできる
ことがあるとわ
かった。�（小学生）

将来林業につきたいの
で、僕が伐った木で難
民の人たちに家を造り
たい。� （小学生）

教材の使い方が
よくわかる

©東京家政学院中学高等学校

JICAの
難民の取り組みは

こちら
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12年越し の結婚式

披露宴でのケーキ入刀。 地
球
ギ
ャ
ラ
リ
ー
写
真・文
⃝
桜
木
奈
央
子（
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
）
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おめかしして参列した少女。

結婚式を挙げた教会。

再会した旧友と抱き合う新郎デニス。

グルの町を走る
ウェディングカー。

教会での挙式。

結婚式の朝、ヘアメイクが完了した新婦ドリーン。

ウェディングドレスに着替えたドリーン。

結婚式で着けるティアラ。
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ウガンダ

　
親
友
の
デ
ニ
ス
か
ら
「
も
う
す
ぐ
結
婚
式
を

す
る
か
ら
予
定
空
け
て
お
い
て
」
と
言
わ
れ
て

数
年
が
過
ぎ
た
2
0
2
0
年
1
月
、
つ
い
に
晴

れ
の
日
が
や
っ
て
き
た
。

　
彼
と
の
出
会
い
は
20
年
前
に
遡
る
。
当
時
内

戦
地
域
だ
っ
た
ウ
ガ
ン
ダ
北
部
の
町
グ
ル
で
私

た
ち
は
大
学
生
だ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
反
政

府
ゲ
リ
ラ
軍
に
誘
拐
さ
れ
て
兵
士
に
さ
せ
ら
れ

な
い
よ
う
、
日
本
の
N
G
O
ア
ル
デ
ィ
ナ
ウ
ペ

ポ
の
資
金
提
供
を
受
け
て
避
難
シ
ェ
ル
タ
ー
を

建
設
し
、
私
た
ち
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
一
緒
に

運
営
し
た
。
内
戦
後
に
は
、
帰
還
し
た
元
子
ど

も
兵
士
の
た
め
の
職
業
訓
練
校
を
開
校
し
、
デ

ニ
ス
は
そ
の
代
表
と
し
て
今
も
奮
闘
し
て
い
る
。

去
年
か
ら
は
グ
ル
郊
外
の
貧
し
い
人
た
ち
の
た

め
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
た
。
彼
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
働
く
ド
リ
ー
ン
と
結
婚
し
た
の
は

2
0
0
8
年
。
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
、
結
婚
式
は
家

庭
が
落
ち
着
い
て
か
ら
行
う
夫
婦
も
多
い
。
二

人
の
息
子
も
今
で
は
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
な
小

学
生
だ
。

　
結
婚
式
1
週
間
前
か
ら
、
デ
ニ
ス
と
ド
リ
ー

ン
は
別
々
の
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
て
い
た
。
新
郎

新
婦
は
別
々
の
場
所
で
過
ご
す
し
き
た
り
が
あ

る
か
ら
だ
。
式
の
前
夜
、
町
の
美
容
室
に
行
く

と
ド
リ
ー
ン
が
爪
を
整
え
て
も
ら
っ
て
い
た
。

明
日
が
楽
し
み
? 

と
聞
く
と
「
と
に
か
く
い

そ
が
し
く
て
い
や
に
な
っ
ち
ゃ
う
」
と
笑
う
彼

女
の
横
顔
が
、
い
つ
も
の
数
倍
美
し
く
見
え
た
。

　
結
婚
式
当
日
。
ド
リ
ー
ン
は
滞
在
し
て
い
る

ホ
テ
ル
で
早
朝
か
ら
メ
イ
ク
を
し
て
も
ら
い
、

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
に
着
替
え
た
。
彼
女
の

ド
レ
ス
の
裾
や
キ
ラ
キ
ラ
光
る
バ
ッ
グ
を
持
つ

の
は
ブ
ラ
イ
ズ
メ
イ
ド＊

た
ち
。
お
そ
ろ
い
の
ピ

ン
ク
の
ド
レ
ス
が
眩ま

ぶ

し
い
。

　
ぴ
か
ぴ
か
に
磨
か
れ
た
車
に
乗
っ
て
、
新
婦

ド
リ
ー
ン
と
女
性
陣
は
ホ
テ
ル
を
出
発
す
る
。

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
途
切
れ
な
く
鳴
ら
し
て
町
の

人
び
と
の
視
線
を
浴
び
な
が
ら
、
車
は
教
会
を

目
指
す
。
そ
し
て
、
同
じ
よ
う
に
車
で
新
郎
デ

ニ
ス
と
男
性
陣
が
到
着
。
教
会
は
人
で
溢
れ
、

上
空
に
は
撮
影
用
の
ド
ロ
ー
ン
が
飛
ん
で
い
た
。

　
太
陽
が
ち
ょ
う
ど
真
上
に
来
る
こ
ろ
、
教
会

の
中
で
厳
粛
に
式
が
行
わ
れ
た
。
新
郎
新
婦
の

入
場
に
来
賓
客
た
ち
が
祝
福
の
声
を
上
げ
、
美

し
い
聖
歌
隊
の
歌
声
と
オ
ル
ガ
ン
が
響
い
た
。

指
輪
交
換
や
誓
い
の
言
葉
、
そ
し
て
音
楽
。
喜

び
に
満
ち
た
時
間
と
な
っ
た
。

　
披
露
宴
会
場
で
あ
る
町
は
ず
れ
の
野
外
会
場

に
向
か
う
と
、
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
と
大
き
な

テ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
、
す
で
に
3
0
0
人
以
上

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
首
都
カ
ン
パ
ラ
か

ら
も
多
く
の
人
が
来
て
い
て
、
久
し
ぶ
り
の
再

桜
木 

奈
央
子（
さ
く
ら
ぎ・な
お
こ
）

1
9
7
7
年
、高
知
県
生
ま
れ
、横
浜
市
在
住
。2
0
0
1
年
か

ら
ア
フ
リ
カ
に
通
い
始
め
、取
材
を
続
け
る
。雑
誌
や
新
聞
に
フ
ォ
ト

エ
ッ
セ
イ
や
書
評
を
寄
稿
。小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
講
演
や
授
業
も

多
数
行
っ
て
い
る
。著
書
に『
世
界
の
と
も
だ
ち 

ケ
ニ
ア 

大
地
を
か
け

る
ア
テ
ィ
エ
ノ
』（
偕
成
社
）、『
か
ぼ
ち
ゃ
の
下
で

│
ウ
ガ
ン
ダ 

戦

争
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
』（
春
風
社
）。

会
に
友
人
と
抱
き
合
い
な
が
ら
「
結
婚
式
が
で

き
る
平
和
っ
て
い
い
ね
」
と
言
葉
を
交
わ
し
た
。

　
披
露
宴
で
い
ち
ば
ん
盛
り
上
が
っ
た
の
は
、

ギ
フ
ト
贈
呈
の
時
間
だ
。
大
音
量
の
音
楽
が
流

れ
る
な
か
、
饒
舌
な
司
会
者
に
よ
っ
て
新
郎
新

婦
の
職
場
や
友
人
、
同
窓
生
な
ど
の
グ
ル
ー
プ

が
次
々
と
紹
介
さ
れ
、
踊
り
な
が
ら
ギ
フ
ト
を

手
渡
し
に
二
人
が
い
る
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
う
。

ギ
フ
ト
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
服
を
仕
立
て
る
た
め

の
布
や
、
料
理
に
使
う
鍋
の
セ
ッ
ト
、
机
や
大

き
な
食
器
棚
も
あ
る
。
私
は
仲
間
た
ち
と
一
緒

に
、
事
前
に
購
入
し
た
ヤ
ギ
を
引
い
て
登
場
し

た
。
新
郎
新
婦
と
抱
き
合
い
、
肩
を
た
た
き
合

い
、
そ
し
て
み
ん
な
で
踊
っ
た
。
会
場
は
、
苦

難
を
乗
り
越
え
て
こ
ん
な
に
盛
大
な
結
婚
式
を

挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
組
の
カ
ッ
プ
ル

を
祝
福
す
る
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
た
。

　
い
つ
の
ま
に
か
夜
に
な
っ
て
い
た
。
会
場
は

色
と
り
ど
り
の
光
に
彩
ら
れ
、
心
ゆ
く
ま
で
食

べ
、
笑
い
、
踊
っ
た
人
び
と
は
心
地
よ
い
夜
風

に
身
を
ゆ
だ
ね
て
い
た
。
デ
ニ
ス
の
ス
ピ
ー
チ

が
あ
り
、
最
後
に
ま
た
大
勢
で
踊
っ
て
、
宴
は

お
開
き
に
な
っ
た
。
今
、
世
界
は
困
難
に
直
面

し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
、
ま
た
み
ん
な

で
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

左 ： 参列者も楽しそうにスマホで撮影していた。　右 ： 胴上げされるデニス。

2人の息子。結婚式のスピーチなど立派
に役目を果たしていた。

ウガンダでは、デニスとドリーンのように子どもが生まれ
家庭が落ち着いてから結婚式を挙げる夫婦も多い。

ブライズメイドたち。
新郎新婦の衣装に合わせて3回お色直しをした。

＊花嫁に付き添う女性。
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　途上国の発展にとって、道路や港、鉄道、
水道、発電所などのインフラ整備は必須です。
しかし、整備したインフラが長持ちしなかった
り、環境や社会に悪影響を与えたり、借り入
れた資金を継続的に返済できない事業では、
途上国の持続可能な成長にはつながりませ
ん。また建設後には、適切な保守・管理・運
営能力も必要です。インフラの量だけでなく
質も追求する─つまり「質の高いインフラ」

の支援を、日本は世界に向けて提案してきま
した。
　その第一歩が2016年のG7伊勢志摩サ
ミットでした。先進7か国は「質の高いインフ
ラ投資」を推進するための原則に合意。さら
に19年、インド、ブラジルなどの新しいドナー
国も参加したG20大阪サミットで、日本の呼
びかけにより、途上国の持続可能な成長に
不可欠であるインフラの開放性、透明性、経
済性、対象国の債務持続可能性といった要
素を含む「質の高いインフラ投資に関する
G20原則」が承認されました。日本は今後も
同志国や経済協力開発機構（OECD）を含
む国際機関と連携し、「質の高いインフラ投
資」の国際基準化を推進するとともに、公的
債務専門家派遣やライフサイクル・コスト＊分
析研修などを通じて、途上国でのG20原則
の普及・定着に取り組んでいきます。

途上国におけるインフラ
（産業や生活の基盤となる施設）
整備協力において
近年、日本は「質の高いインフラ」整備を
推進している。
そのなかで海外投融資の
さらなる活用に期待が高まっている。

今月のテーマ

知っておきたい
国際協力㉑

教えて! 外務省

2016年のG7伊勢志摩サミットがきっかけです。1

答えてくれ

た
人

外務省  国際協力局 
開発協力総括課 課長補佐
田中智大（たなか・ともひろ）さん
2012年外務省入省。総合外交政策局安全保
障政策課、米国研修、在ケニア日本国大使館
を経て、18年6月から現職。

官民が連携して、途上国に協力していきます。3

これからの
国際協力の方向性は？3

2 海外投融資事業＊に可能性を感じています。

「質の高いインフラ」整備支援で、
最近注目の事例はありますか？2

　現在、世界を見渡すと途上国の経済基盤
となるインフラ整備への需要は膨大で、供給
が追いついていません。2040年までに約15
兆ドルもの膨大な需給ギャップが生じるという
試算もあります。ギャップが生じるのには、自
国だけでインフラ整備資金をまかなえない国
が多いという現状と、ドナー国の社会保障費
の増大などにより、途上国向け支援の予算
が年々厳しさを増しているという背景がありま
す。そこでギャップを解消し、「質の高いインフ
ラ」整備を実現するために期待されているの
が、政府開発援助（ODA）を呼び水として民
間からの資金調達動員を促進することです。
　JICAが日本の金融機関と協調して「質
の高いインフラ」整備に海外投融資を行っ
た最初の例が、フィリピンの「マニラ首都圏
上下水道事業」です。それまでもフィリピン

「質の高いインフラ」という考え方は
いつから広く認識されるように
なったのですか？1

外務省ODA
広報キャラクター
ODAマン

©DLEの上下水道事業にはODAを使った協力を
行ってきましたが、今回の事業は、マニラ首
都圏西地区で上下水道事業に携わるマイニ
ラッド社が必要な資金を、JICAと民間金融
機関とが一緒に融資する点が特徴です。こ
の資金は同社が計画していた配水管の更新
や、メーター・配水制御システムの調達など
に使われる予定です。
　マイニラッド社に出資している総合商社丸
紅からの提案に基づいて進められ、計画段
階からJICAが協力しています。JICAが関
わっているという安心感、信頼感によって、日
本の金融機関が融資を決めたという側面も
見逃せません。また少し専門的な話になりま
すが、一部フィリピンペソ建て融資のため、マ
イニラッド社にとっては為替リスク負担が少な
いという点も、途上国側が安心して使える要

マニラの水インフラ整備に取り組むマイニラッド社のみなさん。

水道管の漏水箇所を特定するデモンス
トレーション。

水道管を新しいものに更新する工事。

水道使用量の検針は、上水道運営の大事な仕事だ。

サウジアラビア議長国下で行われたG20開発作業部
会で、「質の高いインフラ投資に関するG20原則」の
普及・定着に取り組むよう発言する田中さん。

＊インフラがつくられてから、その役割を終えるまでにかかる
トータルの費用。

質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資
と

民
間
資
金
動
員
の
促
進

　A1でも触れましたが、途上国支援はインフ
ラを建設して終わりではありません。たとえば
上下水道事業なら、浄水施設や水道管を設
置するだけでは市民に良質な水道サービスを

素となっています。
　JICAと民間金融機関が協力して途上国
に向けて行う海外投融資事業は今後、日本
の途上国支援に対する新しい事業の在り方
になっていくでしょう。

提供できません。O&M（運用・保守管理）
分野といわれる設備の保守管理やメンテナ
ンス、サービスの提供、料金徴収など、運営
にはさまざまな能力が必要です。そのための
能力構築支援や継続的な資金提供も必要
でしょう。インフラ整備事業の案件形成から
運営・維持管理までの長期的な視点に立ち、
途上国自身で事業を行うための協力を考えな
ければなりません。これは、日本の開発哲学
である途上国のオーナーシップ（自発性）尊
重の精神とも合致します。
　日本が主導するアフリカ開発会議
（TICAD）でも1993年の開催当初は援助
が議論の中心でしたが、2019年のTICAD7
ではアフリカに対するビジネス投資促進が議

官民が
力を合わせて
途上国に
協力しよう

論の中核となりました。途上国はもはや一方
的な支援の対象ではなく、ともに成長してい
くパートナーです。日本企業も大きなポテン
シャルある市場として途上国を考えています。
　途上国のさらなる発展のために海外投融
資をはじめとするODAが触媒となり、日本の
民間企業の投資を促進し、その事業や途上
国の成長が日本経済全体にも活力を与える
─今後そういうモデルが、国際協力の場
で増えていくと考えられます。
　外務省は、官民が連携する国際協力の形
をつくり、途上国の質の高い成長を促進し、
ひいては日本経済活性化や日本にとって好ま
しい国際環境の形成といった国益につなげ
ていきます。

＊インフラ整備、貧困削減、気候変動対
策などの分野で開発効果の高い事業を
行う日本企業などに対して、融資や出資
のかたちで支援を行うスキーム。
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SPECIAL NEWS

　JICAは2011年よりマレーシア日本国際工
科院の研究能力の向上などに協力（2023年ま
で継続予定）。修了生や在校生たちはそこで学
んだ知識を生かし、感染者対応の最前線で奮
闘している。まず医療従事者への飛沫感染を防
ぎながら呼吸器の挿管などの対処ができるシー
ルド装置を開発。病院での実証実験も行われ、
病院関係者によってその効果が確認されて、
すでに12台を病院に寄贈。今後も病院からの
リクエストに応じて増産していくという。またレー
ザー裁断機を活用して製作した飛沫防御シール
ドの生産も始まっている。このシールドも感染患

者を受け入れる市内の病院に寄贈、市民に向
けての販売も検討されている。
　医療支援ツール開発と生産以外にも、まだ
不明点の多い新型コロナウイルスの拡散のメカ
ニズムの研究や、感染者の確認数に基づき、
危険度を色分けした地図の公開、また、防災リ
スク管理と市民の安全の向上に努めるなど多
方面で貢献している。

　SDGs（持続可能な開発目標）とは、2015年9
月の国連サミットで採択された17のゴール（目標）と
169のターゲット（ゴールに関連する具体的な目標）
で構成される世界全体の目標。国連が世界に呼びか
けたことで、日本を含む多くの国や企業、個人がこの
SDGs達成に向けて動き出している。本書は、ジャー
ナリストである池上彰さんの監修のもと、誰でも理解で

きるように、17のゴール一つひとつをわかりやすく嚙み
砕いて紹介している。SDGsがけっして他人事ではなく
「私（たち）の問題」であると感じられ、楽しく読み進
めることができる。

　著者の東風平（こちひら）さんは宣教師としてネ
パールに派遣されたのをきっかけに、NPOを立ち上
げ、首都カトマンズで環境問題に取り組んでいる。
本書はNPOの立ち上げ初期に、カトマンズでスラ
ムの人たちと行ったごみ処理問題への取り組みを
つづったもの。4年の歳月をかけ、悪戦苦闘しながら
取り組んだプロジェクトからは、うまくいくことばかりで
はない国際協力の現場や、ネパールにおけるごみ

管理の現状や課題を知ることができる。当時筆者
がブログにつづったものを加筆修正したもので、軽
妙なタッチが読みやすい。著者は元青年海外協力
隊員でもあり、国際協力に興味のある人にお薦め
の一冊。

本の新着情報映画の新着情報

新型コロナウイルスに立ち向かう ！
マレーシア日本国際工科院の挑戦

©2018 HERBX FILM GMBH, STUDIOCANAL FILM GMBH AND SEVENPICTURES 
FILM GMBH

『バルーン 奇蹟の脱出飛行』
　物語の舞台は1979年の東西冷戦下の旧東
ドイツ。秘密警察（シュタージ）が国民の日常生
活に厳しい監視の目を光らせていたこの国では、
大勢の市民が西側への逃亡を試みるが、それを
遂行することは容易でなく、ベルリンの壁を越えよ
うとした多くの人が国境警備隊に射殺された。そ
れでも自由を追い求める市民は絶えることなく、あ
る者は川を泳いで渡り、ある者は地下にトンネル
を掘って国境を突破しようとした。本作は、そんな
時代において、ある平凡な家族が自家製の熱気
球に乗って空を飛び、西ドイツを目指すという実話
に基づいた驚きの物語。映画のポスターでは、夜
空に浮かぶ熱気球の写真に、「空に壁はつくれな
い」という言葉が添えられており、家族の思いが
伝わってくる。

◦『バルーン 奇蹟の脱出飛行』
2018年／ドイツ／125分／
監督：ミヒャエル・ブリー・ヘルビヒ
配給：キノフィルムズ／木下グループ
7月10日からTOHOシネマズ 
シャンテほか全国で公開。

＊新型コロナウイルスの影響により、映画の公開延期等の可能性があります。事前に公式サイトなどでご確認ください。

上 ： 飛沫防御シールドを病院へ届ける同工科院の関係者たち。

　各国が新型コロナウイルスのパンデミック（感染症の世界的な大流
行）に対処するなか、JICAが連携した企業や大学が力を発揮し、さま
ざまな取り組みを行っています。今回は、マレーシア日本国際工科院
の医療支援ツールの開発・生産について紹介します。

◦『世界がぐっと近くなる SDGsとボクらをつなぐ本』
池上彰 監修／学研プラス
4,800円（税別）

　今号の特集テーマでもある水は、私たちの生活にな
くてはならないもの。本書は、水とそれにまつわる環境
問題について最新の研究結果をまとめている。人と水
との関わりの歴史や、世界中で起こっている地球温
暖化の影響、私たちにもすぐに取り組めるような環境
対策におけるアイデアや改善方法なども紹介。カラー
の写真やイラストも多く使用されており、本文中の漢
字にはふりがなが付き、読みやすいように工夫もされ
ている。学生の自由研究や、SDGsをより深く学びた
い人にも最適の一冊。

読者
プレゼント

詳細は
p.38へ

読者
プレゼント

詳細は
p.38へ

◦『図解でわかる
     14歳からの水と環境問題』
インフォビジュアル研究所 著／太田出版
1,500円（税別）

◦『ごみを宝に─カトマンズ クリーンアップ奮闘記』
東風平 巌 著／NPO法人エデンプロジェクト
1,500円（税別）

『図解でわかる
  14歳からの水と環境問題』

『ごみを宝に─カトマンズ クリーンアップ奮闘記』

公式サイトは
こちらから

詳しくは
こちらから

公式サイトは
こちらから

JICA 地球ひろばで行われた講義も収録！
　本書の巻頭には、「池上彰SDGs
特別講義」の様子が掲載されてい
る。この講義は、市ヶ谷（東京都新
宿区）にあるJICA地球ひろばで行
われたもので、5人の子どもたちが参
加した。展示物を使い、子どもたちの
疑問や意見などを交えながら、池上さ
んが子どもたちの目線でSDGsにつ
いて解説している。

『世界がぐっと近くなる
  SDGsとボクらをつなぐ本』

一日も早い終息を目指し、
これからも精力的に活動します。

左 ： レーザー裁断機で製作した
飛沫防御シールド。
右 ： 開発されたシールド装置。

市民防護局の職員と一緒に、同工科院の修了生と在
校生が現場で活躍している。 国名を選択すると、各国のSDGs達成度がパネル表

示される展示で、日本の達成状況を学ぶ子どもたち。
展示物を使い、各国が出している1週間分のご
みの量を比較した。

読者
プレゼント

詳細は
p.38へ

JICAカレンダー
2020 SELECT

BOOKS &
MOVIES
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JICAや記事内容についてのご意見、ご感想をお待ちしております。
また、こんな企画を実施してほしいなどのご希望もぜひお寄せくだ
さい。お寄せくださった方の中から、抽選でプレゼントを差し上げま
す。下記項目をお書き添えのうえ、巻末のアンケートはがき、Eメー
ル、またはファクスでお送りください。

●氏名　●住所　●電話番号　●年齢　●性別　●職業
●本誌を入手した場所　●面白かった記事　●本誌へのご意見・
ご感想　●JICAへのご意見・ご質問　●ご希望のプレゼント番号
＊お寄せくださったご意見・ご感想は、本誌やJICAのウェブサイトに転載す
る場合があります。あらかじめご了承ください。ご記入いただいた個人情報
は、プレゼントの発送および誌面の向上に役立てること以外の目的で使
用いたしません。当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

◎応募締め切り 2020年7月15日

アンケートのお願い プレゼント
付き ［2020年6月号のプレゼント］

書籍
 『図解でわかる
  14歳からの水と環境問題』
インフォビジュアル研究所 著／
太田出版　
1名様

1
書籍
 『世界がぐっと近くなる 
    SDGsとボクらをつなぐ本』
池上 彰 監修／
学研プラス　
1名様

3

『mundi』バックナンバーはJICAのウェブサイトでもご覧になれます。
https://www.jica.go.jp/publication/mundiJICA mundi

読者の声

 『mundi』を家族で読み、大学生、高校生の子どもたちとの夕食時の
話題となっています。
（滋賀県／50代／女性）

　国や文化を超えて、人のために尽くす人たちを見ると、とても勇気が
もらえます。自分はまだまだ経験不足なことでも、読んでいるだけで新た
な学びと発見があります。
（北海道／10代／男性）

　2020年のオリンピックは延期となってしまいましたが、世界での体育
の授業などの取り組みを見て、やはりスポーツはいいなと思いました。
（栃木県／20代／女性）

4月号「スポーツと開発  
人々の可能性をひらく」を読んで

　JICAの途上国における基本的人権の実現は、日本国憲法の前文
の一節に基づいていることを初めて知りました。
（岡山県／70代／男性）

　日本の企業や組織が外国の人々に提供できるものはたくさんあると
思いました。私の会社でも協力できることがないか考えたいです。
（神奈川県／30代／女性）

　医療機材の管理、保守ができる人材育成や若手行政官などを大
学院に受け入れて、母国の発展や、日本との交友関係促進に貢献す
る多岐にわたる活動がわかり興味深かったです。
（長野県／60代／女性）

3月号「基本的人権の実現  
一人ひとりが輝ける世界」を読んで

 7月号  特集 大学連携
　優れた知見を有し、学びの機会を提供する国内の大学は、途上国の課題解決を
進めるJICAにとって重要な存在。次号では、大学と協力して進める日本への留学生
事業や人材育成などの取り組みを紹介します。
●お詫びと訂正
　2020年5月号12ページに「40名が学位を取得し、うち27名が日本企業に就職し
た」とあるのは「46名が学位を取得し、うち29名が日本で就職した」の誤りでした。読
者と関係者のみなさまにお詫びして、ここに訂正いたします。

次号予告（2020年7月1日発行予定）

●申し込み方法
巻末の払込取扱票に、氏名・住所・電話番号・ご希
望の送本期間・送付開始月号を明記のうえ、所定の
金額（送料＋手数料）を郵便局でお支払いください。
入金の確認後、発送の手配をいたします。入金から1
週間程度かかることもありますのでご了承ください。
＊複数冊、またはバックナンバーをご希望の場合は送料が異なり 
　ますので『mundi』編集部（木楽舎）までお問い合わせください。

定期送本の
ご案内

書籍
 『ごみを宝に─カトマンズ　
   クリーンアップ奮闘記』
東風平 巌  著／
NPO法人エデンプロジェクト
1名様

2

JUNE 2020 No. 81
編集・発行：独立行政法人 国際協力機構
Japan International Cooperation Agency（JICA）
〒102-8012　東京都千代田区二番町5-25
二番町センタービル
Eメール：ML_JICAPR@jica.go.jp
URL：https://www.jica.go.jp/

制作協力：株式会社 木楽舎
〒104-0044　東京都中央区明石町 11-15
ミキジ明石町ビル 6F 『mundi』編集部
TEL：03-3524-9572　FAX：03-3524-9675
Eメール：ML_JICAPR@jica.go.jp

◦アンケートの送付、定期送本、バックナンバーの取り寄せ
　に関するお問い合わせは木楽舎までお寄せください。
◦本誌掲載の記事、写真、イラストなどの
　無断転載を禁じます。

mundi
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太陽光自家発電の普及を目指し
ブラジル最大規模の信用組合グループに融資

 JICAのニュース&トピックスをもっと読みたい方はアクセス！
https://www.jica.go.jp/information/index.html

JICA PRESS June  2020
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“町の信金さん”と手を取り合ってニュース深掘り ！
　
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
広
が
り
を
見
せ
る
太
陽
光
発
電
。

し
か
し
、導
入
に
か
か
る
費
用
は
、都
市
部
に
比
べ

て
所
得
の
低
い
農
村
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
は
ま

だ
ま
だ
高
額
で
、融
資
の
後
押
し
が
必
要
で
す
。

シ
ク
レ
デ
ィ
は
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
を
持
つ
組
合
員
に

向
け
た
融
資
を
行
っ
て
お
り
、さ
ら
な
る
事
業
拡

大
の
た
め
に
、安
定
的
に
資
金
を
供
給
し
て
く
れ

る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

　
民
間
の
金
融
機
関
で
は
な
い
J
I
C
A
は
、

開
発
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
途
上
国
の
企
業
に

も
長
期
か
つ
低
利
子
の
資
金
を
提
供
で
き
る
と
い

う
強
み
が
あ
り
ま
す
。シ
ク
レ
デ
ィ
の
事
業
は
、気

候
変
動
対
策
や
小
規
模
農
家
の
生
計
向
上
に
取

り
組
む
J
I
C
A
の
方
針
と
も一
致
す
る
た
め
、

今
回
支
援
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
シ
ク
レ
デ
ィ
は
J
I
C
A
の「
信
頼
で
世
界
を

つ
な
ぐ
」
と
も
通
じ
る
、「
と
も
に
助
け
合
う
」
と

い
う
理
念
を
掲
げ
て
お
り
シ
ン
パ
シ
ー
を
感
じ
ま

す
。
私
が
訪
れ
た
信
用
組
合
で
は
、組
合
員
に
向

け
た
太
陽
光
発
電
の
現
況
や
法
制
度
に
つ
い
て
の

勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
、地
域
全
体
で
豊
か

に
な
ろ
う
と
い
う
現
地
の
人
々
の
姿
勢
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。

　
地
方
を
舞
台
に
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
電

力
の
安
定
化
に
貢
献
す
る
今
回
の
事
業
は
、広
い

組
織
網
を
持
つ
シ
ク
レ
デ
ィ
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で

き
る
こ
と
。
今
回
芽
生
え
た
シ
ク
レ
デ
ィ
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
、ブ
ラ
ジ
ル
の
農
村
地
域

の
人
々
が
電
力
以
外
の
分
野
の
支
援
を
必
要
と

す
る
と
き
に
も
、連
携
し
て
い
き
た
い
で
す
。

│5月 19日│  課題は世界共通、子どもたちの学びを守ろう
 新型コロナウイルスの影響で、各国で広がるオンラインを通じた学習。そこには、日本や民間企業の協力が。

│5月 8日│  マダガスカルで広がる「手洗いソング」
 海外協力隊員と現地人気歌手が制作した楽曲が感染症予防にひと役買う。

│4月 30日│  インドネシア「カカオ輸出促進・小規模農家支援」に融資
 小規模農家への支援でカカオ産業のバリューチェーン＊を強化。

新卒で民間金融機関に
勤めた後、海外の大学
院で国際協力学の修士
号を取得し、その後、民
間企業で官民連携の業
務に携わる。2018年に
JICA入構。ラテンアメリ
カ・カリブ地域への海外
投融資事業を担当する。

民間連携事業部

小暮倫子さん
こぐれ・みちこ

シクレディグループの支援により太陽光発電システムを導入した小売店。

＊ 流通の各段階で生み出されるモノやサービスなどの付加価値（バリュー）を連鎖でとらえる見方。

＊
海
外
投
融
資
事
業
。詳
し
く
は
34
ペ
ー
ジ

「
教
え
て
！ 

外
務
省
」を
参
照
。
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み
な
さ
ん
は
下
水
道
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
?
　
下
水
道
は
、

私
た
ち
の
生
活
の
中
に
〝
当
た
り
前
に
あ
る
も

の
〞
で
あ
り
、〝
使
い
終
わ
っ
た
も
の
〞
に
関

わ
る
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
下
水
道
は
、
私
た
ち
の

未
来
を
創
る
、
可
能
性
の
宝
庫
な
の
で
す
!

　
な
か
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
下
水
処

理
の
過
程
で
生
ま
れ
る
汚
泥
で
す
。
汚
泥
処
理

中
に
発
生
す
る
ガ
ス
か
ら
水
素
を
作
り
出
し
、

燃
料
電
池
自
動
車
に
補
給
す
る
実
験
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水
素
は
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル＊

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
に
優

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
地
球
温
暖
化
抑
制
の

一
助
と
な
る
の
で
す
。

　
ま
た
、「
ビ
ス
ト
ロ
下
水
道
」
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
ご
存
じ
で
す
か
?
　
こ
れ
は
、

下
水
道
資
源
を
食
料
生
産
に
有
効
活
用
す
る
取

り
組
み
の
こ
と
で
、
汚
水
を
浄
化
し
た
再
生
水

を
利
用
し
て
米
の
栽
培
や
海
苔
の
養
殖
を
行
っ

た
り
、
下
水
道
由
来
の
肥
料
を
使
っ
て
野
菜
や

果
物
を
栽
培
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
食
味
向
上

や
土
壌
の
改
良
、
地
域
農
業
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
、
次
世
代
の
農
業
や
食
を
担
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
快
適
な
生
活
を
支
え

る
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
が
つ
ま
っ

た
宝
箱
。
そ
ん
な
下
水
道
の
可
能
性
を
、
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

│
こ
れ
が

私
の
大
事
な
役
割
の
一
つ
で
す
。

今
月
の
投
稿（
文
と
写
真
）中
村
真
優
さ
ん

2
0
2
0
ミ
ス
日
本「
水
の
天
使
」。水
の
広
報
官
と
し
て
、自
然
の

恵
み
で
あ
る
水
循
環
と
豊
か
で
清
浄
な
水
を
守
る
人
々
の
心
と
技
に

触
れ
、培
っ
た
知
識
と
体
験
を
広
く
伝
え
て
、水
に
対
す
る
人
々
の
意

識
を
高
め
る
役
割
を
担
う
。

＊ 

発
生
か
ら
使
用・廃
棄
の
過
程
全
体
で
、二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

と
吸
収
量
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
。




